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23
年
度

22
年
度

補助教材3年

＜21・22年度共通内容＞

未来へひろがる サイエンス

1下・2下（現行課程)21
年
度

第 3 学 年第 2 学 年

移行措置期間 生徒に供給される理科教科書と補助教材

◆ ◆

日頃は小社発行の中学校理科教科書「未来へひろがる サイエンス」をご使用いただきましてまこと

にありがとうございます。

既に文部科学省から発表されていますように，新しい学習指導要領に基づく教科書は，中学校では平

成24年４月からの使用となります。それに先立ちまして，平成21年４月から平成24年３月までの３

年間に，新課程に移行するための措置（移行措置）を講ずることが文部科学省から告示されています

（移行措置通知 平成20年６月13日)。

数学・理科につきましては，移行措置期間中から新課程の内容の一部を前倒しして実施するため(先行

実施)，授業時数を前倒しして増加させるとともに，現行課程の教科書には記載がない事項を学習する

際に必要となる教材については，国の責任において生徒用の補助教材が配布されることになります(各

教科書会社より発行)。

移行措置期間の理科においては平成21年度は授業時数を第３学年のみ現行課程よりも25増やし，平

成22年度はさらに第２学年を35増やし，平成23年度は平成21・22年度の第３学年よりもさらに35増

やした授業時数で，現行教科書および補助教材を使い，ご指導をしていただくこととなります。なお，

時間の増減はありませんが，第１学年も３年間にわたって移行措置が実施されます。

本冊子は，先生方が理科の平成23年度の年間指導計画を立案されるときの参考資料として作成いた

しました。移行措置期間中の「未来へひろがる サイエンス」の指導計画(案)として，配当時数の目安，

指導内容，新たに必要となる観察・実験の使用器具・材料を掲載するとともに，理科に関する新学習指導

要領・移行措置の内容も参考資料として掲載しております。カリキュラム編成のご参考にしていただけ

れば幸甚でございます。

なお，本資料は啓林館ホームページからダウンロードしてご利用頂けます。

http://www.shinko-keirin.co.jp/

第 1 学 年

未来へひろがる サイエンス

1上・2上（現行課程)

補助教材 1年

＜21・22・23年度共通内容＞

補助教材 1年

＜21・22・23年度共通内容＞

未来へひろがる サイエンス

1上・2上（現行課程)

未来へひろがる サイエンス

1下・2下（現行課程)

補助教材 2年

＜22・23年度共通内容＞

補助教材3年

＜21・22年度共通内容＞

補助教材3年

＜23年度用＞

補助教材 2年

＜22・23年度共通内容＞

未来へひろがる サイエンス

1下・2下（現行課程)

未来へひろがる サイエンス

1上・2上（現行課程)

補助教材 1年

＜21・22・23年度共通内容＞
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・基礎的・基本的な知識・技能の定着のため，科学の基本的な見方や概念 (エネルギー」， 粒子」， 生

命」， 地球」)を柱に，小・中学校を通じた内容の一貫性を重視。

・国際的な通用性，内容の系統性の確保等の観点から，必要な指導内容を充実。(イオン」， 遺伝の規

則性」， 進化」等)

・科学的な思考力・表現力等の育成の観点から，観察・実験の結果を分析し解釈する学習活動，科学的

な概念を使用して考えたり説明したりするなどの学習活動等を充実。

・科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から，日常生活や社会との関連

を重視し改善。

⑴ 学習内容の改善・充実

① 内容構成の見直し等

◎ 基礎的・基本的な知識・技能の定着のため，科学の基本的な見方や概念 (エネルギー」， 粒子」，

生命」， 地球」)を柱に，小・中学校を通じた内容の一貫性を重視。

○ 原理・法則の理解を深めるためのものづくりや，継続的な観察，季節を変えての定点観測などを各

内容の特質に応じて指導することを規定。

○ 科学技術が日常生活や社会を豊かにしていることや安全性の向上に役立っていることなどについて

も指導することを規定。

② 第１学年

◎ 力とばねの伸び【Ｈ元年】，質量と重さの違い【Ｈ元年】，水圧【Ｈ元年】，プラスチック，種子を

つくらない植物の仲間【Ｈ元年】など

③ 第２学年

◎ 電力量【Ｈ元年】，熱量【Ｈ元年】，電子【Ｈ元年】，交流【Ｈ元年】，周期表，無脊椎動物の仲間

【Ｈ元年】，生物の変遷と進化【Ｈ元年】，日本の天気の特徴【Ｈ元年】，大気の動きと海洋の影響

【Ｈ元年】など

④ 第３学年

◎ 力の合成・分解【Ｈ元年】，仕事・仕事率【Ｈ元年】，エネルギー変換の効率，放射線【Ｓ44年】，

水溶液の電導性【Ｈ元年】，原子の成り立ち【Ｓ44年】，イオン【Ｈ元年】，遺伝の規則性【Ｈ元年】，

ＤＮＡ，地球温暖化，外来種，月の運動と見え方【Ｈ元年】，銀河系【Ｓ52年】など

◎ 従来，一部選択であった，第１分野「科学技術と人間」(科学技術の発展)と第２分野「自然と人

間」(自然の恵みと災害)を必修化し，第１・第２分野共通の指導内容として「自然環境の保全と科

学技術の利用」として統合・新設し，環境教育に関する指導を充実。

⑵ 言語力の育成・活用の重視

☆ 分野目標の中に「分析・解釈」を新たに規定。

○ 問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動」， 観察，実験の結果を分析し解釈する学習活動」，

科学的な概念を使用して考えたり説明したりするなどの学習活動の充実」の充実を新たに規定。

■中学校理科 新学習指導要領について

◆理科 改訂のポイント (文部科学省 平成20年２月15日 公表資料より)

＜参考資料＞ ●新学習指導要領 指導内容項目一覧表をp.52～55に掲載しています。
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105(3)平成22年度 移行期間 140(4)

140(4)平成23年度 移行期間 140(4)

140(4)105(3)平成24年度以降 新課程 140(4)

１．移行措置期間における基本方針

○平成20年度中に周知徹底を図り，平成21年度から可能なものは先行して実施。

○移行措置期間中に，教科書の編集・検定・採択を行い，小学校は平成23年度から，中学校は平成24年

度から新しい学習指導要領を全面実施。

２．総則や道徳等は直ちに先行実施

○直ちに実施可能な，学習指導要領の総則や，道徳，総合的な学習の時間，特別活動については，平成

21年度から新しい学習指導要領の規定を先行実施。

３．算数・数学及び理科は教材を整備して先行実施

○算数・数学及び理科については，新課程に円滑に移行できるよう，移行措置期間中から，新課程の内

容の一部を前倒しして実施。(授業時数の増加も前倒し実施)

○これに伴い，小学校では，総授業時数を各学年で週１コマ増加。

（中学校は，選択教科等の授業時数を削減するため，総授業時数は変更なし)

○新課程の前倒しに伴い，現在の教科書には記載がない事項を指導する際に必要となる教材については，

国の責任において作成・配布。(具体的方策は検討中)

４．他の各教科等（学校の判断で先行実施)

⑴ 各教科（算数・数学及び理科を除く)

○各教科（算数・数学及び理科を除く）は，学校の判断により，新学習指導要領によることも可能とす

る。

○但し，以下のものについては，全ての学校で先行実施

・地図帳で指導可能な「47都道府県の名称と位置」等の指導（小学校)

・音楽の共通歌唱教材として指導する曲数の充実等（小・中学校)

・体育の授業時数の増加（小学校低学年)

⑵ 小学校における外国語活動

○第５･６学年における外国語活動は，各学校の裁量により授業時数を定めて実施することが可能。

（各学年で週１コマまでは，総合的な学習の時間の授業時数を充てることが可能)

105(3)平成21年度 移行期間

80(2.3)平成20年度 現 行

第３学年

■中学校理科 移行措置について

◆学習指導要領の改訂に伴う移行措置の概要 (文部科学省 移行措置関連資料より)

● 高校入試出題範囲について(文部科学省 平成20年６月13日通知より)

移行期間中に実施する高等学校の入学者選抜に係る学力検査における出題範囲については，中学校特例告示の内容

に留意し，各学年ごとに生徒が履修している各教科の内容を踏まえた適切なものとなるよう十分配慮すること。

◆理科 移行措置期間中の標準授業時数 ( )内は週当たりのコマ数

＜参考資料＞ ●移行措置期間中の中学校の標準授業時数を表紙裏に掲載しています。

第１学年 第２学年

105(3) 105(3)

105(3)105(3)

105(3)

105(3)
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◆中学校理科 移行措置期間(平成21・22・23年度）指導内容一覧表

※現行課程の指導内容で省略される内容は で，追加される内容は枠囲みで記載しています。

＜第２分野＞

⑴ 植物の生活と種類

ア 生物の観察

イ 植物の体のつくりと働き

ア 花のつくりと働き

イ 葉・茎・根のつくりと働き

ウ 植物の仲間

ア 種子植物の仲間

新⑴ウ 植物の仲間

ア 種子植物の仲間

イ 種子をつくらない植物の仲間

【内取３⑵エ シダ植物やコケ植物が

胞子をつくること】

⑵ 大地の変化

ア 地層と過去の様子

新【内取３⑶ウのうち「断層，褶曲」】

イ 火山と地震

ア 火山活動と火成岩

【内取３⑶イ 火山岩・深成岩は各１種類】

新【内取３⑶アのうち「火山岩及び深成岩は

代表的な岩石を扱う」】

イ 地震の伝わり方と地球内部の働き

＜第１分野＞

⑴ 身近な物理現象

ア 光と音

ア 光の反射・屈折

イ 凸レンズの働き

ウ 音の性質

イ 力と圧力

ア 力の働きと力のつり合い

〔→後半は第３学年の⑸アアに移行〕

新⑴イア 力の働き

【内取３⑵エ 力とばねの伸び，重さと質量の

違い】

イ 圧力

【内取３⑵オ 水圧は扱わない】

新⑴イイ (水圧を含む)

【内取３⑵オ 水圧，浮力】

⑵ 身の回りの物質

ア 物質のすがた

ア 物質のすがた

【内取３⑶アのうち 密度」に関する部分】

新【内取３⑶アのうち「代表的なプラスチックの

性質」】

イ 状態変化と体積変化

新【内取３⑶オ 粒子のモデル，粒子の運動】

ウ 気体の発生と性質

イ 水溶液

ア 水溶液

新【内取３⑶ウ 粒子のモデル，

質量パーセント濃度】

イ 酸・アルカリ・中和

〔→H23の移行措置で第３学年で指導〕

第１学年（Ｈ21・22・23年度)

※現行課程では，両分野とも現行の内取３⑴で指導順序を規定しているが，新課程では当該規定は削除。

このため，移行期間中においても両分野とも現行の内取３⑴は適用除外とする。(以下同じ)
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＜第１分野＞

⑶ 電流とその利用

ア 電流

ア 静電気と電流

新【内取３⑷エ 電流が電子の流れであること】

イ 回路と電流・電圧

ウ 電流・電圧と抵抗

イ 電流の利用

ア 電流と磁界

イ 磁界中の電流が受ける力

新⑶イウ このうち「直流と交流の違い」

ウ 電気と光・熱

【内取３⑷オ 電力量の概念は扱わない。

定量的な扱いはしない。】

新【内取３⑷ウ 電力量，熱量】

⑷ 化学変化と原子・分子

ア 物質の成り立ち

ア 物質の分解

イ 原子・分子

イ 化学変化と物質の質量

ア 化合と化学反応式

新⑷イイ 酸化と還元〔→現行⑹アから移行〕

【内取３⑸ 簡単なものを扱う】

ウ 化学変化と熱〔→現行⑹アから移行〕

イ 化学変化と物質の質量

＜第２分野＞

⑶ 動物の生活と種類

新⑶ア 生物と細胞

ア 動物の体のつくりと働き

ア 動物の体とつくりの働きの観察

イ 刺激と反応

ウ 生命を維持する働き

イ 動物の仲間

ア 動物の仲間

新⑶ウ 動物の仲間

ア 脊椎動物の仲間

【内取３⑷ウ 脊椎動物の体の表面の違い等】

イ 無脊椎動物の仲間

【内取３⑷エ 節足動物や軟体動物の観察と

脊椎動物との比較】

エ 生物の変遷と進化

【内取３⑷オ 進化の証拠や具体例，生息環境

での生活に都合のよい特徴】

⑷ 天気とその変化

ア 気象観測

イ 天気の変化

ア 霧や雲の発生

新【内取３⑸アのうち「水の循環」】

イ 前線の通過と天気の変化

新⑷ウ 日本の気象

ア 日本の天気の特徴

イ 大気の動きと海洋の影響

【内取３⑸ウ 大気の動き，地球の大きさや

大気の厚さ】

第２学年（Ｈ22・23年度)
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＜第２分野＞

⑸ 生物の細胞と生殖

ア 生物と細胞

ア 植物と動物の細胞の特徴

イ 細胞分裂と生物の成長

イ 生物の殖え方

ア 生物の殖え方

新⑸イ 遺伝の規則性と遺伝子

【内取３⑹ウ 分離の法則，遺伝子の変化に

よる形質の変化，遺伝子の本体はＤＮＡで

あること】

⑹ 地球と宇宙

ア 天体の動きと地球の自転・公転

ア 日周運動と自転

イ 年周運動と公転

イ 太陽系と惑星

ア 太陽系と惑星，恒星

新⑹イイ 月の運動と見え方

【内取３⑺ウ 日食や月食】

⑺ 自然と人間

ア 自然と環境

ア 自然界のつり合い

イ 自然環境の調査と環境

イ 自然と人間（１分野との選択)

＜第１分野＞

⑸ 運動の規則性

ア 運動の規則性

ア 運動の速さと向き

イ 力と運動

新⑸イ 力学的エネルギー

ア 仕事とエネルギー

【内取３⑹ウ 仕事の原理】

ウ エネルギーの変換と保存

⑹ 物質と化学反応の利用

ア 物質と化学反応の利用

ア 酸化と還元

新⑹ア 水溶液とイオン

ア 水溶液の電気伝導性

イ 原子の成り立ちとイオン

【内取３⑺ア 電子と原子核，陽子，中性子，

イオン式】

イ 化学変化とエネルギー

【内取３⑺イのうち「イオンを扱わない」】

新【内取３⑺イのうち「電極で起こる反応を中心

に扱う」】

⑺ 科学技術と人間

ア エネルギー資源

ア エネルギー資源

イ 科学技術と人間（２分野との選択）

第３学年（Ｈ21・22年度)

※現行課程の指導内容で省略される内容は で，追加される内容は枠囲みで記載しています。

※現行課程では，両分野とも現行の内取３⑴で指導順序を規定しているが，新課程では当該規定は削除。

このため，移行期間中においても両分野とも現行の内取３⑴は適用除外とする。(以下同じ)
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＜第１分野＞

⑸ 運動の規則性

ア 運動の規則性

新⑸アア 力のつり合い〔→現行⑴イアから一部移行〕

ア 運動の速さと向き

イ 力と運動

新⑸イ 力学的エネルギー

ア 仕事とエネルギー

【内取３⑹ウ 仕事の原理】

イ 力学的エネルギーの保存

【内取３⑹エ 摩擦】

ウ エネルギーの変換と保存

〔→新課程では，力学的エネルギーは

⑸イ，それ以外は⑺アアに分割〕

⑹ 物質と化学反応の利用

ア 物質と化学反応の利用

ア 酸化と還元

〔→H22の移行措置で第２学年で指導済〕

イ 化学変化とエネルギー

【内取３⑺イのうち「イオンを扱わない」】

〔→H22の移行措置で第２学年で指導済〕
新⑹ア 水溶液とイオン

ア 水溶液の電気伝導性

イ 原子の成り立ちとイオン

【内取３⑺ア 電子と原子核，陽子，中性子，

イオン式】

ウ 化学変化と電池

【内取３⑺イ 電極で起こる反応を中心に扱う，

日常生活等で利用される代表的な電池】

イ 酸・アルカリとイオン

ア 酸・アルカリ

イ 中和と塩

【内取３⑺ウ pH】

【内取３⑺エ 水に溶ける(溶けない)塩】

⑺ 科学技術と人間

ア エネルギー資源

新⑺アア 様々なエネルギーとその変換

【内取３⑻ア 熱の伝わり方，エネルギーの

総量保存及び変換効率】

ア エネルギー資源

新【内取３⑻イ 放射線の性質と利用】

イ 科学技術と人間（２分野との選択)

新⑺イ 科学技術の発展

ウ 自然環境の保全と科学技術の利用

【内取３⑻ウ ２分野と総合的に扱う】

＜第２分野＞

⑸ 生物の細胞と生殖

ア 生物と細胞

ア 植物と動物の細胞の特徴

〔→H22の移行措置で第２学年で指導済〕

イ 細胞分裂と生物の成長

イ 生物の殖え方

ア 生物の殖え方

新⑸イ 遺伝の規則性と遺伝子

【内取３⑹ウ 分離の法則，遺伝子の変化に

よる形質の変化，遺伝子の本体はＤＮＡで

あること】

⑹ 地球と宇宙

ア 天体の動きと地球の自転・公転

ア 日周運動と自転

イ 年周運動と公転

イ 太陽系と惑星

ア 太陽系と惑星，恒星

新⑹イイ 月の運動と見え方

【内取３⑺ウ 日食や月食】

⑺ 自然と人間

ア 自然と環境

ア 自然界のつり合い

イ 自然環境の調査と環境

イ 自然と人間(１分野との選択)

新⑺ウ 自然環境の保全と科学技術の利用

【内取３⑻エ １分野と総合的に扱う】

第３学年（Ｈ23年度)
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〔第１学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

２－ 自然の扉を開いてみよう   5 

２－１ 植物のくらしとなかま 

植物とはどんな生物だろう 1 

19→21 

１章 なかまをふやすしくみ 4 

5 月 

〔10〕
２章 栄養分をつくるしくみ 7 

３章 水や栄養分を運ぶしくみ 4 

Ａ章 植物のなかま分け 

 [追] 種子をつくらない植物のなかま (2) 

2→4 

6 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－１ 身近で起こる不思議な現象
(光・音・力) 

体験してみよう！ 光による不思議な現象 1 

23→26 

7 月 

〔6〕 １章 光による不思議な現象 9 

9 月 

〔11〕
２章 音による不思議な現象 4 

３章 力による不思議な現象 

 [追] 力とばねののび (2)，重さと質量の違い (1) 

[省] 力のつりあい (2)   →第３学年へ移動 

 [追] 水圧 (1)，浮力 (1) 

8→11 

10 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－２ 身のまわりの物質 

どのようにすれば物質を区別できるかな 1 

28→26 

11 月 

〔12〕
１章 いろいろな物質とその性質 

 [追] 代表的なプラスチックの性質 (1)，密度 (1) 5→7 

２章 いろいろな気体とその性質 6 

３章 物質の状態の変化 

 [追] 粒子モデルと粒子の運動 (1) 

5→6 

12 月
〔7〕 ４章 水溶液の性質 

 [追] 粒子モデル (0)，質量パーセント濃度 (1) 

[省] 酸・アルカリ・中和 (6) →第３学年へ移動 
10→5 

1 月 

〔9〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

２－２ 活きている地球 

ハワイが語る地球の不思議 1 

19 

2 月 

〔12〕

１章 大地が火をふく 

 [追] 代表的な火山岩・深成岩 (0) 

5 

２章 大地は語る 5 

３章 大地がゆれる 5 

４章 大地が変動する 

[追] しゅう曲 (0) 

2 

3 月 

〔6〕 
力だめし 1 

ゆとり２時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ����

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 

������������������ � � � � ����
�
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〔第２学年〕 
 
※ �� �������������������
（以下の年間指導計画案は現行課程と同じです。） 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

１－３ 電流とその利用 

電気で遊ぼう 1 

25 

１章 電気の正体 3 

２章 電流の性質 10 

5 月 

〔10〕
３章 電流の利用 10 

6 月 

〔12〕
力だめし 1 

ゆとり４時間

２－３ 動物のくらしとなかま 

動物とはどんな生物だろう 1 

26 

7 月 

〔6〕 

１章 いろいろな動物 8 

２章 感覚と運動のしくみ 6 

9 月 

〔11〕
３章 生命を維持するはたらき 10 

10 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり４時間

11 月 

〔12〕
２－４ 天気の変化 

天気と日常生活 1 

17 

１章 大気中の水 5 

２章 大気の動き 5 

12 月
〔7〕 

３章 大気の動きと天気の変化 5 

力だめし 1 

1 月 

〔9〕 

ゆとり４時間  

１－４ 化学変化と原子・分子 

木炭はどこへ 1 

20 
2 月 

〔12〕

１章 物質が分かれる変化 4 

２章 物質の成り立ち 6 

３章 物質が結びつく変化 3 

４章 化学変化の規則性 5 

3 月 

〔6〕 

力だめし 1 

ゆとり５時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ������

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 
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〔第３学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

１－５ 運動とエネルギー 

物体の運動のようすを調べてみよう 1 

15→20 

１章 速さと運動の調べ方 3 

２章 力と運動 4 

5 月 

〔10〕
３章 力学的エネルギー 

 [追] 仕事とエネルギー (5) 

3→8 

４章 いろいろなエネルギーとその移り変わり 3 

6 月 

〔12〕

力だめし 1 

ゆとり２時間

１－６ 化学変化とその利用 

花火の打ち上げと化学変化 1 

9→17 

１章 化学変化とエネルギー 

[省] 電池のしくみ (2)   →Ａ章へ移動 

4→2 

２章 金属資源と酸素の化学変化 3 

Ａ章 水溶液とイオン 

 [追] 水溶液の電気伝導性 (2) 

 [追] 原子の成り立ちとイオン (5) 

 [追] 電池の電極で起こる反応 (3) 

0→10 

7 月 

〔6〕 

9 月 

〔11〕
力だめし 1 

ゆとり２時間

２－５ 生物の細胞と生殖 

はじまりは 1 つの細胞だった 1 

12→17 

１章 細胞と生物の成長 6 

10 月 

〔12〕
２章 生物のふえ方 

 [追] 遺伝の規則性と遺伝子 (5) 

4→9 

力だめし 1 

11 月 

〔12〕

ゆとり２時間

２－６ 地球と宇宙 

宇宙を旅する「はやぶさ」 1 

18→20 

１章 地球と太陽 10 

12 月 

〔7〕 ２章 宇宙の中の太陽系 

 [追] 月の運動と見え方 (2) 

6→8 

1 月 

〔9〕 

力だめし 1 

ゆとり２時間

１－７ 科学技術と人間 

マイクロ水力発電 1 

4 １章 エネルギー資源 2 

力だめし 1 
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2 月 

〔12〕

ゆとり２時間

２－７ 自然と人間 

環境とは何だろうか 1 

9 

１章 生物どうしのつながり 4 

２章 人間と環境 3 

力だめし 1 

ゆとり２時間 

3 月 

〔6〕 

項目選択 

１分野：科学技術とわたしたちの生活 

２分野：自然と人間のかかわり 

4 4 

ゆとり２時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ������

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 
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〔第１学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

２－ 自然の扉を開いてみよう   5 

２－１ 植物のくらしとなかま 

植物とはどんな生物だろう 1 

19→21 

１章 なかまをふやすしくみ 4 

5 月 

〔10〕
２章 栄養分をつくるしくみ 7 

３章 水や栄養分を運ぶしくみ 4 

Ａ章 植物のなかま分け 

 [追] 種子をつくらない植物のなかま (2) 

2→4 

6 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－１ 身近で起こる不思議な現象
(光・音・力) 

体験してみよう！ 光による不思議な現象 1 

23→26 

7 月 

〔6〕 １章 光による不思議な現象 9 

9 月 

〔11〕
２章 音による不思議な現象 4 

３章 力による不思議な現象 

 [追] 力とばねののび (2)，重さと質量の違い (1) 

[省] 力のつりあい (2)   →第３学年へ移動 

 [追] 水圧 (1)，浮力 (1) 

8→11 

10 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－２ 身のまわりの物質 

どのようにすれば物質を区別できるかな 1 

28→26 

11 月 

〔12〕
１章 いろいろな物質とその性質 

 [追] 代表的なプラスチックの性質 (1)，密度 (1) 5→7 

２章 いろいろな気体とその性質 6 

３章 物質の状態の変化 

 [追] 粒子モデルと粒子の運動 (1) 

5→6 

12 月
〔7〕 ４章 水溶液の性質 

 [追] 粒子モデル (0)，質量パーセント濃度 (1) 

[省] 酸・アルカリ・中和 (6) →第３学年へ移動 
10→5 

1 月 

〔9〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

２－２ 活きている地球 

ハワイが語る地球の不思議 1 

19 

2 月 

〔12〕

１章 大地が火をふく 

 [追] 代表的な火山岩・深成岩 (0) 

5 

２章 大地は語る 5 

３章 大地がゆれる 5 

４章 大地が変動する 

[追] しゅう曲 (0) 

2 

3 月 

〔6〕 
力だめし 1 

ゆとり２時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ����

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 

������������������ � � � � ������
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〔第２学年〕 
 
※ [追]は追加内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 21 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔11〕

１－３ 電流とその利用 

電気で遊ぼう 1 

25→29 

１章 電気の正体 3 

２章 電流の性質 10 

5 月 

〔13〕 ３章 電流の利用 

[追] 電力量・熱量 (1)，直流と交流の違い (1) 

10→12 

6 月 

〔16〕

Ａ章 電流と電子 

[追] 電流が電子の流れであること (2) 

0→2 

力だめし 1 

ゆとり６時間

２－３ 動物のくらしとなかま 

動物とはどんな生物だろう 1 

26→38 

7 月 

〔8〕 

（５単元）１章１節 細胞とはどのようなものか 

[追] 生物と細胞 (4) →第３学年から移動 

0→4 

１章 いろいろな動物 

[追] 無せきつい動物のなかま (3) 

8→11 

9 月 

〔15〕 ２章 感覚と運動のしくみ 6 

３章 生命を維持するはたらき 10 

10 月 

〔16〕
Ａ章 生物の進化 

[追] 生物の変遷と進化 (5) 

0→5 

力だめし 1 

ゆとり７時間

11 月 

〔16〕
２－４ 天気の変化 

天気と日常生活 1 

17→23 

１章 大気中の水 

[追] 水の循環 (0) 

5 

２章 大気の動き 5 

12 月
〔10〕

３章 大気の動きと天気の変化 5 

Ａ章 大気の動きと日本の天気 

[追] 日本の天気の特徴 (3)，大気の動きと海洋の影響 (3) 0→6 

力だめし 1 

1 月
〔12〕

ゆとり６時間  

１－４ 化学変化と原子・分子 

木炭はどこへ 1 

20→25 

１章 物質が分かれる変化 4 

2 月 

〔15〕

２章 物質の成り立ち 6 

３章 物質が結びつく変化 3 

（６単元）２章 金属資源と酸素の化学変化 

[追] 酸化と還元 (3) →第３学年から移動 

0→3 

（６単元）１章１節 熱はどんなときに発生するか 

[追] 化学変化と熱 (2) →第３学年から移動 

0→2 

４章 化学変化の規則性 5 

3 月 

〔8〕 

力だめし 1 

ゆとり６時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� ��������������� ������

（2 学期制では 8 月を 3 時間，10 月を 13 時間とする。） 
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〔第３学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

１－５ 運動とエネルギー 

物体の運動のようすを調べてみよう 1 

15→20 

１章 速さと運動の調べ方 3 

２章 力と運動 4 

5 月 

〔10〕
３章 力学的エネルギー 

 [追] 仕事とエネルギー (5) 

3→8 

４章 いろいろなエネルギーとその移り変わり 3 

6 月 

〔12〕

力だめし 1 

ゆとり２時間

１－６ 化学変化とその利用 

花火の打ち上げと化学変化 1 

9→17 

１章 化学変化とエネルギー 

[省] 電池のしくみ (2)   →Ａ章へ移動 

4→2 

２章 金属資源と酸素の化学変化 3 

Ａ章 水溶液とイオン 

 [追] 水溶液の電気伝導性 (2) 

 [追] 原子の成り立ちとイオン (5) 

 [追] 電池の電極で起こる反応 (3) 

0→10 

7 月 

〔6〕 

9 月 

〔11〕
力だめし 1 

ゆとり２時間

２－５ 生物の細胞と生殖 

はじまりは 1 つの細胞だった 1 

12→17 

１章 細胞と生物の成長 6 

10 月 

〔12〕
２章 生物のふえ方 

 [追] 遺伝の規則性と遺伝子 (5) 

4→9 

力だめし 1 

11 月 

〔12〕

ゆとり２時間

２－６ 地球と宇宙 

宇宙を旅する「はやぶさ」 1 

18→20 

１章 地球と太陽 10 

12 月 

〔7〕 ２章 宇宙の中の太陽系 

 [追] 月の運動と見え方 (2) 

6→8 

1 月 

〔9〕 

力だめし 1 

ゆとり２時間

１－７ 科学技術と人間 

マイクロ水力発電 1 

4 １章 エネルギー資源 2 

力だめし 1 
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2 月 

〔12〕

ゆとり２時間

２－７ 自然と人間 

環境とは何だろうか 1 

9 

１章 生物どうしのつながり 4 

２章 人間と環境 3 

力だめし 1 

ゆとり２時間 

3 月 

〔6〕 

項目選択 

１分野：科学技術とわたしたちの生活 

２分野：自然と人間のかかわり 

4 4 

ゆとり２時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ������

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 
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〔第１学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔8〕 

２－ 自然の扉を開いてみよう   5 

２－１ 植物のくらしとなかま 

植物とはどんな生物だろう 1 

19→21 

１章 なかまをふやすしくみ 4 

5 月 

〔10〕
２章 栄養分をつくるしくみ 7 

３章 水や栄養分を運ぶしくみ 4 

Ａ章 植物のなかま分け 

 [追] 種子をつくらない植物のなかま (2) 

2→4 

6 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－１ 身近で起こる不思議な現象
(光・音・力) 

体験してみよう！ 光による不思議な現象 1 

23→26 

7 月 

〔6〕 １章 光による不思議な現象 9 

9 月 

〔11〕
２章 音による不思議な現象 4 

３章 力による不思議な現象 

 [追] 力とばねののび (2)，重さと質量の違い (1) 

[省] 力のつりあい (2)   →第３学年へ移動 

 [追] 水圧 (1)，浮力 (1) 

8→11 

10 月 

〔12〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

１－２ 身のまわりの物質 

どのようにすれば物質を区別できるかな 1 

28→26 

11 月 

〔12〕
１章 いろいろな物質とその性質 

 [追] 代表的なプラスチックの性質 (1)，密度 (1) 5→7 

２章 いろいろな気体とその性質 6 

３章 物質の状態の変化 

 [追] 粒子モデルと粒子の運動 (1) 

5→6 

12 月
〔7〕 ４章 水溶液の性質 

 [追] 粒子モデル (0)，質量パーセント濃度 (1) 

[省] 酸・アルカリ・中和 (6) →第３学年へ移動 
10→5 

1 月 

〔9〕 力だめし 1 

ゆとり２時間

２－２ 活きている地球 

ハワイが語る地球の不思議 1 

19 

2 月 

〔12〕

１章 大地が火をふく 

 [追] 代表的な火山岩・深成岩 (0) 

5 

２章 大地は語る 5 

３章 大地がゆれる 5 

４章 大地が変動する 

[追] しゅう曲 (0) 

2 

3 月 

〔6〕 
力だめし 1 

ゆとり２時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� �������������� ����

（2 学期制では 8 月を 2 時間，10 月を 10 時間とする。） 

������������������ � � � � ����
�
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〔第２学年〕 
 
※ [追]は追加内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 21 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔11〕

１－３ 電流とその利用 

電気で遊ぼう 1 

25→29 

１章 電気の正体 3 

２章 電流の性質 10 

5 月 

〔13〕 ３章 電流の利用 

[追] 電力量・熱量 (1)，直流と交流の違い (1) 

10→12 

6 月 

〔16〕

Ａ章 電流と電子 

[追] 電流が電子の流れであること (2) 

0→2 

力だめし 1 

ゆとり６時間

２－３ 動物のくらしとなかま 

動物とはどんな生物だろう 1 

26→38 

7 月 

〔8〕 

（５単元）１章１節 細胞とはどのようなものか 

[追] 生物と細胞 (4) →第３学年から移動 

0→4 

１章 いろいろな動物 

[追] 無せきつい動物のなかま (3) 

8→11 

9 月 

〔15〕 ２章 感覚と運動のしくみ 6 

３章 生命を維持するはたらき 10 

10 月 

〔16〕
Ａ章 生物の進化 

[追] 生物の変遷と進化 (5) 

0→5 

力だめし 1 

ゆとり７時間

11 月 

〔16〕
２－４ 天気の変化 

天気と日常生活 1 

17→23 

１章 大気中の水 

[追] 水の循環 (0) 

5 

２章 大気の動き 5 

12 月
〔10〕

３章 大気の動きと天気の変化 5 

Ａ章 大気の動きと日本の天気 

[追] 日本の天気の特徴 (3)，大気の動きと海洋の影響 (3) 0→6 

力だめし 1 

1 月
〔12〕

ゆとり６時間  

１－４ 化学変化と原子・分子 

木炭はどこへ 1 

20→25 

１章 物質が分かれる変化 4 

2 月 

〔15〕

２章 物質の成り立ち 6 

３章 物質が結びつく変化 3 

（６単元）２章 金属資源と酸素の化学変化 

[追] 酸化と還元 (3) →第３学年から移動 

0→3 

（６単元）１章１節 熱はどんなときに発生するか 

[追] 化学変化と熱 (2) →第３学年から移動 

0→2 

４章 化学変化の規則性 5 

3 月 

〔8〕 

力だめし 1 

ゆとり６時間
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� ��������������� ������

（2 学期制では 8 月を 3 時間，10 月を 13 時間とする。） 
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〔第３学年〕 
 
※ [追]は追加内容，[省]は省略内容を示しています。 
※ ( )内の数字は，追加・省略される時数を示しています。 
※ 2→4 は，平成 20 年度まで 2 時間配当であったものが 2時間追加されて 4 時間配当になったことを示しています。 

月 単 元 章 配当時数 

4 月 

〔11〕

１－５ 運動とエネルギー 

物体の運動のようすを調べてみよう 1 

15→28 

Ａ章 力のつりあいと合成・分解 

 [追] 力のつりあい (7) 

          →一部は第１学年から移動 

0→7 

１章 速さと運動の調べ方 3 

5 月 

〔13〕

２章 力と運動 4 

３章 力学的エネルギー 

 [追] 仕事とエネルギー (5) 

 [追] 力学的エネルギーの保存 (0) 

3→8 

6 月 

〔16〕

４章 いろいろなエネルギーとその移り変わり 

 [追] エネルギーの変換効率，熱の伝わり方 (1) 

3→4 

力だめし 1 

ゆとり６時間 

１－６ 化学変化とイオン ＊１ 

花火の打ち上げと化学変化 1→0 

9→22 

１章 化学変化とエネルギー 

[省] 化学変化と熱 (2)   →第２学年へ移動 

[省] 電池のしくみ (2)   →Ａ章へ移動 

4→0 

２章 金属資源と酸素の化学変化 

[省] 酸化と還元 (3)    →第２学年へ移動 

3→0 

化学変化によって生じる電流 0→1 

Ａ章 水溶液とイオン 

 [追] 水溶液の電気伝導性 (2) 

 [追] 原子の成り立ちとイオン (5) 

 [追] 電池の電極で起こる反応 (3) 

0→10 

7 月 

〔8〕 Ｂ章 酸・アルカリとイオン 

 [追] 酸・アルカリ (5) 

 [追] 中和と塩 (5) 

0→10 

9 月 

〔15〕
力だめし 1 

ゆとり６時間 

２－５ 生物の細胞と生殖 

はじまりは 1 つの細胞だった 1 

12→14 10 月 

〔16〕

１章 細胞と生物の成長 

[省] 植物と動物の細胞の特徴 (3) 

               →第２学年へ移動 

6→3 

２章 生物のふえ方 

 [追] 遺伝の規則性と遺伝子 (5) 

4→9 

力だめし 1 

 ゆとり５時間 

11 月 

〔16〕

 宇宙を旅する「はやぶさ」 1 

 １章 地球と太陽 10  

２－６ 地球と宇宙 ２章 宇宙の中の太陽系 

 [追] 月の運動と見え方 (2) 

6→8 

18→20 
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12 月
〔10〕 力だめし 1  

ゆとり６時間 

1 月
〔12〕２－７ 自然と人間 

環境とは何だろうか 1 

13 

１章 生物どうしのつながり 4 

２章 人間と環境 3 

選択章 自然と人間のかかわり ＊２ 4 

力だめし 1 

2 月 

〔15〕

ゆとり５時間 

１－７ 科学技術と人間 

マイクロ水力発電 1 

8→10 

１章 エネルギー資源 

 [追] 放射線の性質と利用 (0) 

2→2 

選択章 科学技術とわたしたちの生活 ＊２ 

 [追] 自然環境の保全と科学技術の利用 (2) ＊３ 

4→6 

3 月 

〔8〕 

力だめし 1 

ゆとり５時間 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����� ��������������� ������
（2 学期制では 8 月を 3 時間，10 月を 13 時間とする。） 

 
＊１ 旧６単元「化学変化とその利用」全体を新６単元「化学変化とイオン」で置き換える。 
＊２ この章は選択から必修に変更。 
＊３ これまでの第１分野と第２分野の学習を生かして，総合的に扱う。 
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〔第１学年〕 
 

 

 

１分野上 

���� ����������������
 
〔配当学年〕１年 
〔配当時間〕２６時間（ゆとり２時間）
〔配 当 月〕６～１０月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

体験してみよう！ 光による
不思議な現象 

<単元扉と合わせて１時間> 
 １ 

○1  単元扉の写真を使ったり，実際につくったり
しながら，光によって生じる不思議な現象に興味
をもたせる。 

 

１
 

光
に
よ
る
不
思
議
な
現
象
 

１ なぜ鏡でもの
が見えるのか 

<３時間> 

 ３ 

○2  １枚鏡と２枚合わせ鏡で学習意欲を喚起す
る。次に，ものが見えるしくみを説明する。 

○3  光が鏡ではね返る道すじを予想させる。 

実験１ 光が鏡ではね返る道すじを調べよう 
○4  反射の法則を説明し，像が見えるしくみを理
解させる。 

 

２ なぜコインが
浮き上がるのか 

<３時間> 

 ３ 

○5  水中のコインが浮き上がって見える現象を示
し，光が眼に届く道すじを予想させる。 

実験２ 空気と水などの境界での光の進み方
を調べよう 

○6  実験２から何がわかるか考えさせた後，入射
角と屈折角の関係を説明する。 

○7  水槽の下からのぞくとキンギョが２匹に見え
る現象を示し，光が眼に届く道すじを予想させ
る。実験２の「水→空気」の光の進み方を再確認
し，何がわかるか考えさせた後，全反射の説明を
する。 

 

３ なぜ虫眼鏡で
見える像が変わ
るのか 

<３時間> 
 ３ 

○8  凸レンズによってどんな像が見えるかを調べ
る実験を演示した後，焦点と焦点距離を説明し，
その現象を光の道すじを予想して考えさせる。 

○9  凸レンズによってできる像の位置や大きさを
調べさせる。 

実験３ 凸レンズによってできる像を調べよ
う 

○10  実験３の結果を確認した後，物体と凸レンズ
の距離による像のでき方の違いを説明する。 

 

２
 

音
に
よ
る

不
思

議
な
現

象
 

１ 音の正体と伝
わり方 

<２時間> 

 ２ 

○11  発泡ポリスチレンの小球が声によって飛びは
ねる現象を示し，音は物体の振動によって発生す
ることを説明する。次に，空気が音を伝えること
を調べる実験を演示し，音の伝わり方を説明す
る。 

○12  音の速さのはかり方を説明し，測定例をもと
にして音の速さを説明する。 

 

２ なぜ音は大き
くなったり，高く
なったりするの
か 

<２時間> 
 ２ 

○13  楽器を弾くとき，音の大きさや高さをどのよ
うにして変えているか思い出させる。 

実験４ 振動のしかたと音の関係を調べよう 
実験から，振動と音の関係を考えさせる。 

○14  コンピュータやオシロスコープを使った音の
観察を演示し，音は振幅が大きいほど大きく，振
動数が多いほど高いことを確認する。 

 

������ � �����������

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
����

◇ 適用年度 ◇ 
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第１学年(平成２１～２３年度) １分野上 １単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 

力
に
よ
る
不
思
議
な
現
象
 

１ 力を受けると
物体はどうなる
か 

<２時間> 
 ２ 

○15  力は物体を変形させたり，支えたり，動きを
変えたりすることを理解させる。 

実習１ 身のまわりの力をさがしてみよう 
○16  力には，重力やばねの力，磁石の力，抗力，
まさつ力などがあることを説明する。 

 

ａ 力を表してみ
よう 

<３時間> 

�� ��� 

「力とばねののび」，「重さと質量の違い」 
○17  力には大きい・小さいがあることに気づかせ
た後，力の大きさの単位（ニュートン）を導入す
る。 

実験Ａ 力の大きさとばねののびとの関係を
調べよう 

○18  測定値と誤差およびグラフのかき方を説明
し，実験Ａの結果をグラフ化させる。グラフから，
ばねののびは加えた力の大きさに比例すること
を見いださせる。 

○19  ばねはかりではかる量と上皿てんびんではか
る量は別のものであることを指摘し，重さと質量
の違いを理解させる。 

・教科書１上 p.26 の
かわりに，補助教
材を使用。 

（２ 力を表してみ
よう） <１時間>  １ 

○20  力の三要素および物体にはたらく力の表し方
を説明し，習得させる。 

・教科書１上 p.27～
28 を使用。 

３ なぜ力がはた
らいても物体が
動かないことが
あるのか 

省略 ２→０ 

● ２つの力がつりあっているとき，どんな関係
になっているのか予想し，調べさせる。 

実験５ ２力がつりあう条件を調べよう 

● ２力がつりあう条件を説明し，まとめる。 

・第３学年１分野５
単元へ移動。 

・教科書１上 p.29～
30 は省略。＊１ 

４ なぜ紙コップ
の上にたてるの
か 

<５時間> 

 ３ 

○21  人が乗っても紙コップがつぶれない現象で学
習意欲を喚起し，水を入れたペットボトルがスポ
ンジを押すはたらきを調べる実験を演示して，力
のはたらきが力のはたらく面積にも関係するこ
とに気づかせる。 

○22  圧力とその単位，計算式を説明し，計算がで
きるようにさせる。 

○23  空気をぬくとペットボトルがつぶれるのはな
ぜかを話し合わせ，大気圧(気圧)の存在に気づか
せる。次に，空気に重さがあることを調べる実験
を演示し，大気圧は空気の重さによって生じるこ
とを理解させる。 

 

�� ��� 

「水圧」，「浮力」 
○24  水に重さがあることから，大気圧との類推に
より，水圧の存在に気づかせる。そして，ゴム膜
を張った筒を水に沈める実験を演示し，水圧は深
い所ほど大きいこと，および，水圧はあらゆる向
きにはたらくことを見いださせる。 

○25  ものが水に浮く日常経験を手がかりにして，
ばねはかりにつるした物体をゆっくり水に沈め
ていくと，ばねはかりの示す値がどうなるか予想
させる。 

実験Ｂ 水が物体を浮かす力を調べよう 
実験から，水中や水面にある物体には浮力がは
たらくことを見いださせる。さらに，浮力が生
じるわけを説明する。 

・教科書１上 p.34 に
続けて，補助教材
を使用。 

力だめし  <１時間>  １ 
  

 
＊１ 教科書１上 p.34「基本のチェック」の２，p.35「単元のまとめ」の３章「力による不思議な現象」の「２力のつりあ

い」も省略。 
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１分野上 

���� �������� 
〔配当学年〕１年 
〔配当時間〕２６時間（ゆとり２時間）
〔配 当 月〕１０～１月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

どのようにすれば物質を区
別できるかな 

<単元扉と合わせて１時間> 
 １ 

○1  身のまわりの物質を区別する方法を考えさせ
る。 

 

１
 
い

ろ
い

ろ
な
物
質
と
そ
の
性
質
 

１ 磁石や乾電池
で区別できるか
な 

<１時間> 

 １ 

○2  磁石につく物質，電気を通す物質を予想させ
る。 

実験１ 磁石や乾電池を用いて物質を区別し
よう 

金属と非金属について説明する。 

 

２ 加熱したとき
の変化で区別で
きるかな 

<３時間> 

 ２ 

○3  物質によって燃え方が違うことに気づかせ
る。ガスバーナーの使い方を身につけさせる。 

○4  ものを燃やすと何ができるか思い出させる。 

実験２ 炎の中に入れたときのようすで区別
しよう 

有機物と無機物について説明する。 

 

�� ��� 

「代表的なプラスチックの性質」 
○5  プラスチックが身近でたくさん使われている
ことに気づかせる。プラスチックの一般的な性質
を説明するとともに，プラスチックの種類による
性質の違いを調べる実験を演示する。 

・教科書１上 p.46 に
続けて，補助教材
を使用。 

ａ てんびんで区
別できるかな 

<３時間> 

�� ��� 

「密度」 
○6  同じ体積で質量を比べると，物質によって質
量が違うことに気づかせた後，密度について説明
し，計算式を示す。 

○7  電子てんびん，上皿てんびんの使い方を身に
つけさせる。 

実験Ａ 密度で物質を区別しよう 
○8  実験結果から密度を計算し，一覧表と比較し
て物質が何であるかを見分けさせる。 

・教科書１上 p.47～
48（３節「てんび
んで区別できるか
な」）のかわりに，
補助教材を使用。
＊１ 

２
 
い

ろ
い

ろ
な
気

体
と
そ

の
性
質
 

１ 空気にふくま
れる気体とその
性質をさぐって
みよう 

<２時間> 

 ２ 

○9  スチールウールは酸素中で激しく燃えること
に気づかせる。身のまわりの物質で気体を発生す
るものを紹介し，気体の性質と集め方の関連を説
明する。 

○10  発生方法が違っても，同じ気体であれば同じ
性質を示すか予想させる。 

実験３ 酸素や二酸化炭素をいろいろな方法
で発生させてその性質を比べよう 

発生方法に関係なく，酸素や二酸化炭素には固
有の性質があることを見いださせる。 

 

２ そのほかの気
体を区別しよう 

<４時間> 

 ４ 

○11  水素を発生させ，集める実験を演示し，水素
の発生方法･集め方･性質を説明する。アンモニア
を発生させ，集める実験とアンモニアの噴水の実
験を演示し，アンモニアの発生方法･集め方･性質
を説明する。 

○12  これまでに学習した気体の性質を確認し，塩
化水素と塩素の性質を説明する。気体の性質から
気体を見分けることができるか話し合わせる。 

○13  実験計画を確認する。 

実験４ 発生した気体は何だろうか 
実験結果から何がわかるか考えさせる。 

○14  実験４の気体の発生について補足説明する。
最後に，気体の性質を調べることによって，気体
を見分けることができることを理解させる。 

 



– 23 –

第１学年(平成２１～２３年度) １分野上 ２単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 
物

質
の

状
態
の

変
化
 

１ 物質のすがた
はどのように変
化するのか 

<２時間> 

 １ 

○15  状態変化の説明をする。状態変化では体積は
変化するが，質量は変化しないことを説明する。 

 

�� ��� 

「状態変化の粒子モデルと粒子の運動」 
○16  物質は粒子の集まりであることを説明した
後，固体・液体・気体で粒子の集まり方や運動の
様子が違うことを説明する。 

・教科書１上 p.59 に
続けて，補助教材
を使用。 

２ 状態変化と温
度の関係を調べ
よう 

<２時間> 
 ２ 

○17  固体から液体に変化する間や沸騰する間は温
度が一定であることを演示して気づかせ，融点・
沸点を定義する。 

○18  融点・沸点は物質によって決まっていること
を確認する。 

実験５ 融点や沸点をはかって，その物質が
何であるか調べよう 

実験結果から，物質が何であるかを決めさせる。 

 

３ 混ざり合った
物質を分ける 

<２時間> 
 ２ 

○19  純粋な物質と混合物について説明し，混合物
は沸騰中や融解中も温度が変化することに気づ
かせる。 

○20  エタノールの確認方法を話し合わせる。 

実験６ 水とエタノールの混合物を加熱し
て，出てくる物質を調べよう 

蒸留について説明する。 

 

４
 

水
溶
液
の
性
質
 

１ とけるとはど
ういうことなの
か 

<２時間> 

 １ 

○21  硫酸銅が水にとけ，青色が広がっていく様子
を演示し，溶質・溶媒・溶液について説明する。 

 

�� ��� 

「溶解の粒子モデル」，「質量パーセント濃度」 
○22  溶解は，溶質の粒子が溶媒の中に散らばって
いく現象であることを説明する。その後，溶液の
濃度を表すにはどうしたらよいか考えさせ，質量
パーセント濃度を導入する。 

・教科書１上 p.69 に
続けて，補助教材
を使用。 

２ 溶質をとり出
してみよう 

<３時間> 

 ３ 

○23  溶媒にとける溶質の質量は，物質の種類や温
度に関係することを思い出させる。溶液から溶質
をとり出す方法を考えさせる。 

○24  水溶液から溶質をとり出す方法を確認する。 

実験７ 水溶液から出てきた物質を調べよう 
実験結果から何がわかるか考えさせる。 

○25  実験７の結果を確認し，飽和・飽和水溶液･
溶解度について説明する。次に，結晶と再結晶に
ついて説明した後，ミョウバンの大きな結晶をつ
くる実験を演示する。 

 

３ 酸性やアルカ
リ性の水溶液を
調べよう 省略 ３→０ 

● 酸性・アルカリ性を調べる方法を確認する。 

● 酸やアルカリの水溶液の危険性を知らせる。 

実験８ 酸性やアルカリ性の水溶液の性質を
調べよう 

● 指示薬の色の変化を確認した後，酸とアルカ
リについて説明する。 

・第３学年１分野６
単元へ移動。 

・教科書１上 p.74～
82 は省略。＊２ 

４ 酸とアルカリ
を混ぜるとどう
なるのか 

 省略 ３→０ 

● 酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜるとど
うなるかを考えさせる。 

● こまごめピペットの使い方を確認する。 

実験９ アルカリの水溶液に酸の水溶液を混
ぜ，何ができるか調べよう 

実験結果から何がわかるか考えさせる。 
● 中和と塩，中和と中性の違いを説明する。 

力だめし  <１時間>  １ 
  

 
＊１ 教科書１上 p.48「基本のチェック」の１～２は使用し，３は省略。 
＊２ 教科書１上 p.82「基本のチェック」の６～７，p.83「単元のまとめ」の４章「水溶液の性質」の「中和」・「塩」，p.85

「力だめし」の問題６，p.86 全体も省略。
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〔第２学年〕 
 

 

 

１分野上 

���� ������� 
〔配当学年〕２年 
〔配当時間〕２９時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕４～６月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

電気で遊ぼう 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  静電気による遊びや現象，モーターのつくり
方について説明する。 

 

１
 
電

気
の

正
体
 

１ 電気を起こし
てみよう 

<２時間> 

 ２ 

○2  まさつしたひもが広がる現象を演示し，静電
気による力のはたらき方を予想させる。 

実験１ 静電気による力を調べよう 
○3  実験１の結果を確認させた後，静電気の性質
と，静電気による力のはたらき方，および静電気
の発生のしくみを説明する。 

 

２ 静電気で明か
りをつけよう 

<１時間>  １ 

○4  静電気が物質にたまった電気であることを知
らせた後，静電気でネオン管や蛍光灯を点灯させ
る実験を演示し，静電気の流れは電流と似ている
ことを説明する。 

 

２
 

電
流
の
性
質
 

１ 電流が流れる
道すじ 

<２時間> 
 ２ 

○5  回路と電流の向きを説明する。 

実験２ 回路をつくって調べてみよう 
○6  実験２からどんなことがわかるか考えさせた
後，電気用図記号と回路図について説明する。さ
らに，豆電球の直列回路と並列回路の違いを考え
させる。 

 

２ 回路を流れる
電流はどこも同
じか 

<２時間> 

 ２ 

○7  電流の単位を知らせ，電流計の使い方を説明
する。 

実験３ 回路の各点を流れる電流を調べよう 
○8  実験３の結果からどんなことがわかるか考え
させた後，直列回路と並列回路を流れる電流の規
則性を説明する。 

 

３ 回路に加わる
電圧はどこも同
じか 

<２時間> 

 ２ 

○9  電圧の単位を知らせ，電圧計の使い方を説明
する。 

実験４ 回路の各区間に加わる電圧を調べよ
う 

○10  実験４の結果からどんなことがわかるか考え
させた後，直列回路と並列回路の各区間に加わる
電圧の規則性を説明する。さらに，回路の電流や
電圧を考えさせる。 

 

４ 電流の強さは
何で決まるのか 

<４時間> 

 ４ 

○11  豆電球に加える電圧によって電流が変化する
ことを示した後，抵抗器について知らせ，電源装
置の使い方を説明する。 

実験５ 電圧と電流の関係を調べよう 
○12  実験５の結果をグラフ化させ，抵抗器を流れ
る電流は電圧に比例することを見いださせる。 

○13  オームの法則を説明した後，電流の流れにく
さを表す量として電気抵抗を導入し，計算のしか
たや単位を説明する。さらに，オームの法則を使
った計算を身につけさせる。 

○14  電気抵抗は物質によって違うことを知らせ
る。続いて，２個の抵抗器全体の電気抵抗を調べ
る実験を演示し，抵抗器のつなぎ方で全体の抵抗
が変わることを説明する。 

 

 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
���

◇ 適用年度 ◇ 
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第２学年(平成２２･２３年度) １分野上 ３単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 
電
流
の
利
用
 

１ 電流のはたら
きを調べてみよ
う 

<４時間> 

 １ 

○15  Ｗ数による発熱量の違いを調べる実験を演示
し，Ｗ数の大きいほうが熱や光を発生させるはた
らきが大きいことを見いださせる。 

 

�� ��� 

「電力量」，「熱量」 
○16  電流が光・熱・音などを発生させたり，物体を
動かしたりするはたらきは電力という量で表され
ること，電力は電圧と電流との積であることを説
明し，電力の単位としてＷ（ワット）を定義する。 

○17  Ｗ数による発熱の違いを調べる実験をもう一
度見直し，電流を流す時間が同じなら，電流のは
たらきの総量は電力に比例することを見いださ
せる。その後，電流のはたらきの総量は電力と時
間との積，つまり電力量で決まることを説明し，
その単位としてＪ（ジュール）を定義する。 

○18  電力量の計算に習熟させる。その後，電流に
よる発熱に基づいて熱の量が定義できることを
指摘し，熱量は電力量と同じ単位Ｊ（ジュール）
で表されることを説明する。 

・教科書１上 p.116～
117 のかわりに，補
助教材を使用。 

２ 磁石のまわり
にはたらく力 

<３時間> 

 ３ 

○19  磁石のまわりの磁界の様子を調べる実験を演
示し，磁界や磁力線を定義する。 

○20  まっすぐな導線を流れる電流がつくる磁界の
様子を調べる実験を演示し，電流がつくる磁界に
ついて説明する。 

○21  コイルを流れる電流がつくる磁界の向き・強
さなどについて説明する。 

 

３ なぜモーター
は回るのか 

<２時間>  ２ 

○22  モーターの構造を示す。 

実験６ 電流が磁界から受ける力を調べよう 
○23  実験６の結果をもとに，電流が磁界から受け
る力の規則性や，モーターが回るしくみについて
説明する。 

 

４ 発電機のしく
みはどうなって
いるのか 

<２時間> 

 ２ 

○24  磁界の中でコイルを動かすとどうなるか予想
させる。 

実験７ コイルと棒磁石で電流を発生させよ
う 

○25  実験７の結果をもとに，電磁誘導や発電機の
しくみを説明する。 

 

ａ 電池の電流と
コンセントの電
流 

<１時間> 
�� ��� 

「直流と交流の違い」 
○26  オシロスコープの波形の写真を手がかりにし
て，直流と交流の違いを説明する。その後，発光
ダイオードの点灯のしかたにより，直流と交流の
違いを確認する。 

・教科書１上 p.126

に続けて，補助教
材を使用。 

Ａ
 

電
流
と

電
子

 

ａ 導線のない所
でも電流は流れ
るのか 

<１時間> �� ��� 

「電流が電子の流れであること」 
○27  誘導コイルで空気中の放電を演示し，電流が
空間を流れることを理解させる。続いて，クルッ
クス管の実験を演示し，空間を流れる電流の正体
は，－極から飛び出して空間を移動する電子の流
れであることを説明する。 

・補助教材を使用。

ｂ 回路を流れる
電流の正体は何
か 

<１時間> �� ��� 

「電流が電子の流れであること」 
○28  回路を電流が流れるのは，電子が電源の－極
から次々に流れ出て，導線や電気器具を通り，電
源の＋極に流れこむ現象であることを説明する。
また，導線の中の電子の動きが，電圧を加えてい
る・いないでどう違うかも説明する。 

・補助教材を使用。

力だめし  <１時間>  １ 
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１分野下 

���� ���������� 
〔配当学年〕２年 
〔配当時間〕２５時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕１～３月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

木炭はどこへ 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  物質に含まれる炭素に注目させ，木炭の燃焼，
光合成，炭焼きなどの変化で炭素が循環している
ことに気づかせる。 

 

１
 
物

質
が

分
か
れ

る
変
化
 

１ ケーキがふく
らむのはなぜか 

<２時間> 

 ２ 

○2  炭酸水素ナトリウムを入れたら生地がふくら
むのはなぜか予想させる。 

実験１ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると何
ができるか調べよう 

○3  炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化を
説明する。続いて，酸化銀を加熱したときの変化
を述べ，化学変化および分解を定義する。 

 

２ 物質はどこま
で分解できるの
か 

<２時間>  ２ 

○4  水は熱しても変化しないが，電気を通すと変
化することを説明する。 

実験２ 水に電気を通すとどんな気体が発生
するのか調べよう 

○5  水に電気を通したときの変化を説明する。さ
らに，塩化銅水溶液に電気を通したときの変化を
説明し，電気分解を定義する。 

 

２
 

物
質
の
成
り
立
ち

 

１ 物質をつくっ
ているものは何
か 

<１時間> 

 １ 

○6  物質は原子でできていることを話した後，原
子は約 100 種類あること，化学変化では種類が
変わらないこと，原子の記号で表されることな
どを説明する。 

 

２ 物質はどのよ
うにできている
のか 

<２時間> 
 ２ 

○7  酸素や水は，原子が結びついた分子という粒
でできていることを説明する。 

○8  分子はどのように表せばよいか予想させる。 

実習１ 分子モデルをつくろう 

 

３ 物質の成り立
ちはどのように
表すのか 

<１時間> 
 １ 

○9  分子をつくる物質の表し方と，分子をつくら
ない物質の表し方を説明し，化学式を導入する。
さらに，単体と化合物を定義する。 

 

４ 化学式で化学
変化を表してみ
よう 

<２時間> 
 ２ 

○10  化学反応式を導入し，つくり方を説明する。
水の電気分解を表す化学反応式を確認する。 

○11  塩化銅の電気分解について，原子モデルカー
ドを使って考えさせ，化学反応式を完成させる。 

 

３
 
物

質
が

結
び
つ

く
変
化

１ 物質と酸素は
結びつくのか 

<１時間> 

 １ 

○12  銅の粉末を加熱したときの質量の変化を調べ
る実験などを演示し，銅などが酸素と結びついて
別の物質に変化したことを説明する。続いて，燃
焼を定義する。 

 

２ 物質は酸素以
外の物質と結び
つくことがある
のか 

<２時間> 
 ２ 

○13  自然界に存在する硫黄を紹介する。 

実験３ 鉄と硫黄の混合物を加熱すると別の
物質ができるかどうか調べよう 

○14  鉄と硫黄の反応をまとめた後，銅と硫黄の変
化を調べる実験を演示する。そして，化合を定義
し，化合物について説明する。 
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第２学年(平成２２･２３年度) １分野下 ４単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

（
６

単
元
）
 

２
 金

属
資

源
と

酸
素
の

化
学
変

化
 

１ 酸化銅から銅
をとり出すには 

<３時間> 

�� ��� 

「酸化と還元」 
○15  酸化，酸化物を定義し，金属の多くは酸化物
として産出することを説明する。その後，銅板を
ガスバーナーの炎で加熱して，銅が酸化されたり
もとにもどったりしていることを説明する。 

○16  酸化銅を炎の内部に入れると，もとの銅にも
どる現象を確認する。 

実験３ 酸化銅と活性炭を混ぜて加熱したと
きの化学変化を調べよう 

○17  実験３で起こった化学変化を原子のモデルで
考えさせ，還元を定義する。その後，金属をさ
びさせない工夫や鉄の製錬について説明する。 

・第３学年１分野６
単元から移動。 

・教科書１下 p.29 に
続けて，p.90～93

を使用。＊１ 

（
６

単
元
）
 

１
 化

学
変

化
と

エ
ネ

ル
ギ

ー

１ 熱はどんなと
きに発生するか 

<２時間> 
�� ��� 

「化学変化と熱」 
○18  燃焼は熱を発生させる化学変化であることを
思い出させる。 

実験１ 化学変化が起こるとき，熱が発生す
るか確かめよう 

○19  化学変化により熱が発生することがあること
（発熱反応），また熱を吸収することがあること
（吸熱反応）を説明する。 

・第３学年１分野６
単元から移動。 

・「（６単元）２ 金
属資源と酸素の化
学変化」に続けて，
p.82～85 を使用。
＊２ 

４
 

化
学
変
化
の
規
則
性
 

１ 物質が変化す
ると質量はどの
ように変化する
のか 

<２時間> 
 ２ 

○20  開放状態で，沈殿ができる化学変化と気体が
発生する化学変化が起こると，質量がどう変化す
るかを示す。 

実験４ 気体が発生する化学変化の前後で物
質全体の質量はどうなるか調べよう 

○21  密閉状態では，気体が発生する化学変化でも
質量は変化しないことを説明し，密閉容器内で銅
と酸素を化合させる実験を演示する。そして，質
量保存の法則を説明し，それが成り立つ理由を原
子モデルからも理解させる。 

・中和が第１学年か
ら第３学年に移動
するのに伴い，教
科書の一部を修正
ないし削除。＊３

２ 化学変化する
物質どうしの質
量の間に規則性
はあるのか 

<３時間> 

 ３ 

○22  金属の加熱回数とできた物質の質量変化を調
べる実験を演示し，一定量の金属と化合する酸素
の質量には限度があることを説明する。 

○23  金属の質量が変化すると，それと化合する酸
素の質量がどうなるか予想させる。 

実験５ 金属と酸素が化合するときの金属と
酸素の質量の関係を調べよう 

○24  実験５の各班のデータを集約し，グラフ化さ
せる。そのグラフに基づいて，化合する物質の質
量の比は一定であることを説明する。 

 

力だめし  <１時間>  １ 
  

 
＊１ 教科書１下 p.94「基本のチェック」の全体，p.94「単元のまとめ」の２章「金属資源と酸素の化学変化」，p.95「力だ

めし」の問題３も使用。 

＊２ 教科書１下 p.83「実験１」の「Ｂ 酸とアルカリの中和」，p.84 の本文４～５行目と傍注１は削除。（中和が第１学年
から第３学年に移動するのに伴う措置。） 

教科書１下 p.89「基本のチェック」の１， p.94「単元のまとめ」の１章「化学変化とエネルギー」（「電気を通す水溶
液」，「電池（化学電池）」を除く），p.95「力だめし」の問題２も使用。 

＊３ 教科書１下 p.30 の本文４～６行目の文章を「うすい硫酸とうすい水酸化バリウム水溶液を混合すると化学変化が起こ
り，硫酸バリウムと水ができる。このときできた白い沈殿は硫酸バリウム（※２）である。」と置きかえ，傍注１は削
除。教科書１下 p.38 の「科学の広場」も削除。 
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〔第３学年〕 
 

 

 

１分野下 

���� �������� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕２８時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕４～６月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

物体の運動のようすを調べ
てみよう 

<単元扉と合わせて１時間> 
 １ 

○1  身のまわりにある物体の運動とその調べ方を
説明する。 

 

Ａ
 
力
の
つ
り
あ
い
と
合
成
・
分
解
 

ａ どのようなと
き２力はつりあ
うのか 

<２時間> 
�� ��� 

「力のつりあい」 
○2  １年で学習した力の３つのはたらきを思い出
させた後，２力がつりあうということの意味を説
明する。 

実験Ａ ２力がつりあう条件を調べよう 
○3  実験Ａの結果から２力がつりあう条件を見い
ださせた後，２力のつりあいの例を示す。さらに，
つりあっている２力の一方がわかると他方を知
ることができることに気づかせる。 

・教科書１下 p.47 に
続けて，補助教材
を使用。 

ｂ 力を合成する
にはどのように
すればよいのか 

<３時間> 

�� ��� 

○4  一直線上ではたらく２力と同じはたらきをす
る１力を調べる実験を演示し，合力を定義する。
そして，演示実験の結果を活用しつつ，一直線上
ではたらく２力の合力の求め方を説明する。 

○5  角度をもってはたらく２力の合力の大きさ
は，もとの２力の大きさの和や差にはならないこ
とを指摘する。 

実験Ｂ 角度をもってはたらく２力の合力に
ついて調べよう 

○6  実験Ｂの結果から平行四辺形の法則を見いだ
させる。その後，合力の作図法を説明し，練習さ
せる。 

・補助教材を使用。

ｃ 力を分解する
にはどのように
すればよいのか 

<２時間> 
�� ��� 

○7  分力を定義し，分力の作図法を説明する。そ
して，分解する方向によって分力はいく通りにも
なることを指摘した後，作図によって分力を求め
させる。 

○8  斜面上の物体にはたらく力は，重力を斜面に
垂直な方向と平行な方向とに分解して考えると
よいことを説明する。さらに，斜面の傾きが大き
くなると，斜面に平行な分力が大きくなることを
指摘する。 

・補助教材を使用。

１
 
速
さ
と
運
動
の
調
べ
方

１ 物体の速さを
調べよう 

<１時間> 

 １ 

○9  物体の運動の速さを調べるには，時間と移動
距離を測定する必要があることを見いださせ，速
さの計算式と単位を説明する。 

 

２ 運動のようす
を調べよう 

<２時間> 
 

 ２ 

○10  記録タイマーの使い方を説明する。 

実験１ 記録タイマーで台車の運動を調べよ
う 

○11  実験１で記録されたテープから，台車の運動
の様子や速さを考えさせる。また，ストロボ写真
から運動の様子を読みとれるようにする。 

 

 

◇ 適用年度 ◇ 
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
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第３学年(平成２３年度) １分野下 ５単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

２
 
力

と
運

動
 

１ 運動と力とは
どんな関係があ
るか 

<２時間>  ２ 

○12  斜面上の台車にはたらく力は斜面の傾きで決
まり，傾きが一定なら斜面のどこでも同じである
ことを説明する。 

実験２ 斜面を下りる台車の運動を調べよう 
○13  実験２の結果をグラフ化し，力と運動の関係
を説明する。さらに，まさつ力にもふれる。 

 

２ 力がはたらか
ないとき，物体は
どんな運動をす
るか  <１時間> 

 １ 

○14  ドライアイスの運動のストロボ写真からドラ
イアイスの運動を考えさせた後，等速直線運動に
ついて説明し，慣性の法則および慣性を理解させ
る。 

 

３ 物体の間で力
はどのようには
たらくか 

<１時間> 
 １ 

○15  ボートに乗って友だちのボートを押したとき
の写真やスケートボードの運動の図について考
えさせた後，ある物体から他の物体に力を加える
と，その物体から逆向きで同じ大きさの力を受け
ることを説明する。 

 

３
 

力
学
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
 

ａ 理科でいう「仕
事」とは何だろう
か 

<２時間> 

�� ��� 

「仕事」 

○16  理科では，「物体に力を加えて，その力の向き
に物体を動かした」とき，その力は「仕事をした」
ということを説明する。次に，物体を持ち上げる
仕事は持ち上げる力の大きさと持ち上げる距離
の２つに関係することを見いださせた後，仕事の
量の計算式「仕事の量＝力の大きさ×力の向きに
移動した距離」と仕事の量の単位（ジュール）を
導入する。そして，重力にさからってする仕事の
量の求め方を説明する。 

○17  水平な床の上でまさつ力に逆らってする仕事
の実験を演示し，この場合，仕事の量の計算式が
「まさつ力の大きさ×移動した距離」になること
を見いださせる。また，押しても物体が動かない
場合には，仕事をしたことにならないことも理解
させる。 

・教科書１下 p.61 に
続けて，補助教材
を使用。 

ｂ 道具を使うと，
小さな仕事です
むのだろうか 

<２時間> 

�� ��� 

「仕事の原理」 

○18  動滑車を使うと小さな仕事ですむか予想させ
る。 

実験Ｃ 動滑車を使ったときの仕事の量を調
べよう 

動滑車を使っても使わなくても，仕事の量は変
わらないことを見いださせる。 

○19  斜面を使ったときの仕事の実験を演示し，さ
らに，小学校でのてこの既習事項を思い出させ
る。そして，斜面やてこを使っても仕事の量は変
わらないことを見いださせた後，一般に仕事の原
理が成り立つことを説明する。 

・補助教材を使用。

ｃ 仕事の能率を
表してみよう 

<１時間> 

�� ��� 

「仕事率」 
○20  機械により同じ時間にする仕事の量が違うこ
とを指摘し，仕事の能率の大切さを理解させた
後，仕事率の計算式「仕事率＝仕事の量÷仕事に
かかった時間」と仕事率の単位（ワット）を導入
する。さらに，この単位は電力の単位と同じであ
ること，電力は実は「電気による仕事率」である
ことを説明する。 

・補助教材を使用。
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第３学年(平成２３年度) １分野下 ５単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 
力

学
的

エ
ネ
ル

ギ
ー
（

続
き
）

 

ｄ エネルギーと
は何だろうか 

<２時間> 
�� ��� 

「仕事とエネルギー」 
○21  「他の物体に仕事をする能力」としてエネル
ギーを定義し，物体がもつエネルギーの大きさ
は，その物体が他の物体にする仕事の量で測定で
きることを説明する。 

実験３ 位置エネルギーの大きさが何に関係
するか調べよう 

測定結果をグラフ化させる。 

・教科書１下 p.62 の
かわりに，補助教
材を使用。その後，
教科書１下 p.63～
64 を使用。 

 １ 

○22  前時のグラフから，位置エネルギーの大きさ
が物体の高さが高いほど，また質量が大きいほど
大きいことを見いださせる。さらに，運動エネル
ギーの大きさを調べる実験を演示し，運動エネル
ギーの大きさは物体の速さが大きいほど，また質
量が大きいほど大きいことを見いださせる。 

２ 位置エネルギ
ーと運動エネル
ギーはどう移り
変わるか 

<１時間> 

 １ 

○23  位置エネルギーと運動エネルギーの移り変わ
りを調べる実験を演示し，まさつ力や空気の抵抗
がなければ，位置エネルギーと運動エネルギーは
互いに移り変わり，その和は一定に保たれること
（力学的エネルギー保存の法則）を説明する。 

 

４
 

い
ろ
い
ろ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
移
り
変
わ
り

１ いろいろなエ
ネルギー 

<１時間> 

 １ 

○24  熱を利用して物体を動かす実験と光がエネル
ギーであることを調べる実験を演示した後，いろ
いろな種類のエネルギーがあることを説明する。 

 

２ エネルギーの
移り変わり 

<３時間> 

 ２ 

○25  発電機ではどのようなエネルギーの変換が行
われているか考えさせる。 

実験４ エネルギーの変換を体験しよう 
○26  いろいろなエネルギーは互いに変換できる
ことに気づかせ，その際，エネルギーが移り変
わっても，その総量はいつも一定に保たれるこ
と（エネルギー保存の法則）を説明する。 

 

�� ��� 

「エネルギーの変換効率」，「熱の伝わり方」 
○27  エネルギーを変換して利用するとき，もとの
エネルギーのすべてを目的のエネルギーに変換
できるわけではないことを説明し，変換効率の高
い器具を選ぶ必要性を指摘する。続いて，熱の３
とおりの伝わり方（熱伝導，対流，熱放射）を１
つずつ説明する。 

・教科書１下 p.74 に
続けて，補助教材
を使用。 

力だめし  <１時間>  １ 
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１分野下 

���� ����������� 
〔配当学年〕 
〔配当時間〕 
〔配 当 月〕 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

花火の打ち上げと化学変化 
<単元扉と合わせて１時間> 省略 １→０ 

● 打ち上げ花火のエネルギーは，化学変化によ
って，化学エネルギーから得られたことを説明
する。 

 

１
 
化

学
変

化
と
エ

ネ
ル
ギ

ー
 

１ 熱はどんなと
きに発生するか 

<２時間> 

省略 ２→０ 

● 燃焼は熱を発生させる化学変化であることを
思い出させる。 

実験１ 化学変化が起こるとき，熱が発生す
るか確かめよう 

● 化学変化により熱が発生することがあること
（発熱反応），また熱が吸収されることがあるこ
と（吸熱反応）を説明する。 

 

２ 電池のしくみ
はどのようにな
っているのか 

 省略 ２→０ 

● 電池の内部で化学変化が起こっていることを
説明する。 

実験２ 化学変化を利用して電気エネルギー
をとり出してみよう 

● ２種類の金属と，電気を通す水溶液を用いる
と，電気エネルギーがとり出せることを説明す
る。最後に，燃料電池にも言及する。 

 

２
 
金
属
資
源
と
酸
素
の
化
学
変
化
 

１ 酸化銅から銅
をとり出すには 

<３時間> 

省略 ３→０ 

● 酸化，酸化物を定義し，金属の多くは酸化物
として産出することを説明する。その後，銅板
をガスバーナーの炎で加熱して，銅が酸化され
たりもとの銅にもどったりしていることを説明
する。 

● 酸化銅を炎の内部に入れると，もとの銅にも
どる現象を再確認する。 

実験３ 酸化銅と活性炭を混ぜて加熱したと
きの化学変化を調べよう 

● 実験３で起こった化学変化を原子のモデルで
考えさせ，還元を定義する。その後，金属をさ
びさせない工夫や鉄の製錬について説明する。 

 

力だめし  <１時間> 省略 １→０ 
  

 

＊１ この単元全体（教科書１下 p.79～96）を新６単元「化学変化とイオン」（補助教材３年 p.22～50）で置き換える。 
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補助教材３年 

���� ���������� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕２２時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕６～９月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

化学変化によって生じる電流 
<１時間> 

�� ��� 

○1  果物のしぼり汁・亜鉛・銅の組み合わせで電
池になることを演示する。さらに，果物のしぼり
汁を砂糖水に変えたり，銅を亜鉛に変えたりする
と，電池にならないことを演示し，生徒の興味・
関心をふくらませる。 

・教科書１下 p.79～
96 のかわりに，補
助教材を使用。 

Ａ
 

水
溶
液
と
イ
オ
ン

 

ａ 水溶液は電流
を通すか 

<２時間> 

�� ��� 

「水溶液の電気伝導性」 
○2  固体の塩化ナトリウムは電流を通さないこと
を示した後，塩化ナトリウム水溶液は電流を通す
か予想させる。 

実験Ａ どのような水溶液が電流を通すか調
べよう 

○3  実験Ａの結果を整理させ，水溶液には電流を
通すものと通さないものがあることを見いださ
せる。その後，電解質・非電解質を定義する。 

・補助教材を使用。

ｂ 電解質の水溶
液が電流を通す
のはなぜか 

<２時間> 

�� ��� 

「原子の成り立ちとイオン」 
○4  電解質の水溶液が電流を通すのはなぜだろう
と課題を提起する。 

実験Ｂ 塩酸に電流を通したとき，電極付近
で何が起こるか調べよう 

陽極から塩素が，陰極から水素が発生すること
を見いださせる。 

○5  塩化銅水溶液の電気泳動の実験を演示し，＋
の電気を帯びた銅原子が陰極のほうに引かれて
移動することを説明する。続いて，イオンを「電
気を帯びた原子」として導入し，電解質の水溶液
が電流を通すのは中にイオンがあるからである
ことを指摘する。 

・補助教材を使用。

ｃ イオンはどの
ようにしてでき
るのか 

<３時間> 

�� ��� 

「原子の成り立ちとイオン」 
○6  原子が電気を帯びるのはどうしてだろうと課
題を提起する。そして，原子のモデル図を用いて，
原子が原子核と電子からできていること，原子核
は陽子と中性子でできていること，原子核は＋の
電気を帯び，電子は－の電気をもっていること，
＋の電気の総量と－の電気の総量が等しいので，
原子は全体として電気的に中性であることなど
を説明する。 

○7  原子が電子をいくつか失うと，全体として＋
の電気を帯びて陽イオンになること，原子が電子
をいくつか受けとると，全体として－の電気を帯
びて陰イオンになることを説明する。その後，お
もなイオンとそのイオン式を紹介する。 

○8  塩化水素や塩化ナトリウムが水にとけるとイ
オンに分かれることを説明し，電離という用語を
導入する。そして，電解質は電離し，非電解質は
電離しないことを指摘する。 

・補助教材を使用。
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第３学年(平成２３年度) １分野 新６単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

Ａ
 
水

溶
液

と
イ
オ

ン
（
続

き
）
 

ｄ 電池のしくみ
はどのようにな
っているのか 

<３時間> 

�� ��� 

「電池の電極で起こる反応」 
○9  電池はどんなしくみになっているだろうと課
題を提起する。 

実験Ｃ 化学変化で電気エネルギーがとり出
せるか調べよう 

○10  実験Ｃの装置で電気エネルギーがとり出せる
ことを確認し，電極で化学変化が起こっているこ
とを説明した後，電池を定義する。次に，電池の
電極で起こる化学変化をイオンのモデルで説明
する。すなわち，２種類の金属板のうち，一方の
金属原子が陽イオンになって水溶液にとけ出す
とき，電子を金属板に残すこと，その電子が外部
回路を通って他方の金属板に移動して電流を生
じ，その際に電気エネルギーがとり出されるこ
と，他方の金属板に移動した電子は水溶液中の陽
イオンにわたされ，陽イオンが原子になることを
理解させる。 

○11  電池は，電解質の水溶液と２種類の金属を組
み合わせれば，いろいろなものができることを指
摘し，身近な電池を紹介する。また，燃料電池に
も言及する。さらに，身近な材料を用いて，電池
をつくらせる。 

・補助教材を使用。

Ｂ
 
酸
・
ア
ル
カ
リ
と
イ
オ
ン
 

ａ 酸性やアルカ
リ性の水溶液を
調べよう 

<２時間> 

�� ��� 

「酸・アルカリ」 
○12  酸性の水溶液は青色リトマス紙を赤色に変
え，アルカリ性の水溶液は赤色リトマス紙を青色
に変えること（小学校で既習）を思い出させる。 

実験Ｄ 酸性またはアルカリ性の水溶液に共
通する性質を調べよう 

○13  実験Ｄの結果により，酸性の水溶液，アルカ
リ性の水溶液それぞれに共通の性質があること
を確認する。次に，うすい塩酸や硫酸は亜鉛と激
しく反応するが，うすい酢酸はおだやかに反応す
ることを示し，同じ酸性でも強さに違いがあるこ
とを見いださせた後，pＨについて説明する。 

・補助教材を使用。

ｂ 酸性の水溶液
やアルカリ性の
水溶液はなぜそ
れぞれ共通した
性質を示すのか 

<３時間> 

�� ��� 

「酸・アルカリ」 
○14  酸性の水溶液，アルカリ性の水溶液それぞれ
に共通の性質は何が原因で生じるのだろうと課
題を提起する。 

実験Ｅ 指示薬の色を変えるものはどのよう
なイオンか調べよう 

○15  実験Ｅで pＨ試験紙の色を赤色に変えるもの
は陰極に向かって移動したことから，＋の電気を
帯びていることを見いださせる。そして，塩酸中
の陽イオンはＨ＋だけであることから，これが酸
性の原因であることを導いた後，酸を定義する。
最後に，塩酸，硫酸など代表的な酸の電離を確認
する。 

○16  実験Ｅで pＨ試験紙の色を青色に変えるもの
は陽極に向かって移動したことから，－の電気を
帯びていることを見いださせる。そして，水酸化
ナトリウム水溶液中の陰イオンはＯＨ－だけで
あることから，これがアルカリ性の原因であるこ
とを導いた後，アルカリを定義する。最後に，水
酸化ナトリウム，水酸化バリウムなど代表的なア
ルカリの電離を確認する。 

・補助教材を使用。
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第３学年(平成２３年度) １分野 新６単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

Ｂ
 
酸
・
ア
ル
カ
リ
と
イ
オ
ン
（
続
き
）
 

ｃ 酸とアルカリ
を混ぜるとどの
ようになるのか 

<５時間> 

�� ��� 

「中和と塩」 
○17  ＢＴＢ溶液を加えたうすい塩酸にマグネシウ
ムリボンを入れたものに，うすい水酸化ナトリウ
ム水溶液を少しずつ加えていくと，水溶液の色や
水素の発生の様子が変わっていくことを示す。そ
して，酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜると
どのような変化が起こるだろうと課題を提起し，
水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると何が
できるか予想させる。 

○18  こまごめピペットの使い方を説明する。 

実験Ｆ アルカリの水溶液に酸の水溶液を混
ぜ，何ができるかを調べよう 

観察した結晶の形やフェノールフタレイン溶液
の色の変化から，水酸化ナトリウム水溶液に塩
酸を加えると，アルカリの性質が打ち消される
とともに，塩化ナトリウムができることを見い
ださせる。 

○19  塩を定義し，塩には，塩化ナトリウムのよう
に水にとけやすいものと，硫酸バリウムのように
水にとけにくいものがあることを説明する。さら
に，水素イオンと水酸化物イオンから水が生じる
反応として中和を定義し，中和により酸とアルカ
リがたがいの性質を打ち消し合うことを指摘す
る。最後に，酸とアルカリが反応すると塩と水が
できることを述べてまとめとする。 

○20  水酸化ナトリウム水溶液に，同じ温度の塩酸
を加えると，水溶液の温度が上がることを示し，
中和は発熱反応であることを説明する。次に，水
酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていくと，水
溶液がアルカリ性→中性→酸性と変化すること
を示し，中性になるまでは中和が起こって塩と水
ができること，それ以後は反応が起こらないこと
を説明する。 

○21  水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていっ
たときの変化を，イオンの概念を用いて考察させ
る。すなわち，はじめはＯＨ－が残っていて水溶
液はアルカリ性であること，塩酸を加えるにつれ
てＯＨ－が減っていき，ついにＯＨ－もＨ＋もない
中性になること，さらに塩酸を加えるとＨ＋がふ
えていくことを理解させる。最後にまとめとし
て，中性と中和の違いに注意をうながす。 

・補助教材を使用。

力だめし＊２  <１時間> �� ���   

 
＊１ 旧６単元「化学変化とその利用」全体（教科書１下 p.79～96）をこの新６単元（補助教材３年 p.22～50）で置き換え

る。 

＊２ 「力だめし」の問題は指導書に生徒配付用資料として掲載。 
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１分野下 

���� ������� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕１０時間（ゆとり５時間）
〔配 当 月〕２～３月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

マイクロ水力発電 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  農業用水路や水道の送水管を流れる水のエネ
ルギーを利用した発電の取り組みが始まってい
ることを説明する。 

 

１
 
エ

ネ
ル

ギ
ー
資
源
 

１ 生活を支える
のはどんなエネ
ルギーか 

<１時間> 

 １ 

○2  人間のエネルギー消費量の歴史をふり返った
後，おもなエネルギー資源は化石燃料と原子力で
あり，いずれも有限であること，多くは電気に変
換して利用していることを説明する。さらに，さ
まざまな発電方法のしくみと問題点を説明する。 

 

�� ��� 

「放射線の性質と利用」 
放射線にはアルファ線，ベータ線，ガンマ線，

Ｘ線があること，放射線は物質を透過する性質
があるので，大量に浴びると危険であることを
説明する。また，放射線はがんの治療などに利
用されていること，わずかではあるが自然界の
あらゆる場所に存在することを指摘する。 

・教科書１下 p.101

に続けて，補助教
材を使用。 

２ エネルギー資
源の不足を解消
するには 

<１時間>  １ 

○3  おもなエネルギー資源は有限なので，資源の
有効利用や新しい資源の開発が必要なことを認
識させる。そして，太陽光や風力などの自然エネ
ルギーや生物資源を使った発電，さらに，エネル
ギーを効率よく利用するシステムが開発されつ
つあることを理解させる。最後に，環境の保全が
大切であり，大きな課題であることを説明する。 

 

選
択
章
 
科

学
技
術

と
わ
た

し
た
ち

の
生
活

 ＊
１

 

１ 科学技術の進
歩による成果 

<２時間> 

 ２ 

○4  微細な部品が開発されつつあることや，これ
までにない性質をもつ新素材が開発されつつあ
ることなどを例示し，科学技術の進歩に興味をも
たせる。そして，新しい科学技術にはどんなもの
があり，どんな所で使われているか説明する。 

○5  身のまわりにある新素材の種類や性質，はた
らきを調べさせ，科学技術の進歩でさまざまな新
素材が開発され，生活を豊かにしていることを理
解させる。 

 

２ 科学技術の進
歩は地球をどう
変えたか 

<４時間> 

�� ��� 

「自然環境の保全と科学技術の利用」 
○6  科学技術が使われることによって環境が悪化
した事例を挙げさせた後，廃棄物の処理や大気の
汚染などの問題が広がったこと，それらの問題へ
の対策が重要であり，少しずつなされつつあるこ
とや対策のために科学技術が貢献していること
を説明する。 

○7  班に分かれて，具体的な環境問題とその対策
を研究することを述べ，研究の進め方とレポート
のかき方を説明する。そして，班ごとに研究テー
マを設定させ，調査方法を決めさせた後，研究を
開始させる。 

○8  研究を継続・完了させた後，結果を整理し，
考えをまとめさせて，レポートを作成させる。 

○9  各班のレポートを発表させ，話し合わせる。
そして，これからの科学技術は地球環境を保護す
るものでなければならないことを述べて結びと
する。 

・教科書１下 p.108～
109 を使用後，
p.110～111 のかわ
りに補助教材を使
用。その後，p.112

を使用。 

力だめし  <１時間>  １ 
  

＊１ この章は選択から必修に変更。 
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〔第１学年〕 
 

 

 

２分野上 

����������� 
〔配当学年〕１年 
〔配当時間〕５時間（ゆとり０時間）
〔配 当 月〕４月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

身のまわりの自然を観察しよ
う 

<３時間> 

 ３ 

○1  身のまわりの自然について，今までの経験を
話し合わせた後，自然を調べる際，自分自身の気
づき・疑問がはじまりとなることを知らせる。 

○2  野外観察の動機づけを行い，方法を確認した
後，実際に観察をさせ，「観察カードをつくる」
と「学校周辺の生物地図をつくる」のどちらかを
行わせる。 

○3  環境と生物の種類や体の特徴などとのかかわ
りについて説明し，身のまわりにはさまざまな自
然環境があり，その環境に適した生物が生活して
いることを理解させる。 

 

水の中の小さな生物を調べよ
う 

<２時間> 
 ２ 

○4  池や川の水の中にはどんな生物がいるのだろ
うかと問題を提起し，顕微鏡の使い方の基本を説
明した後，水の中の小さな生物の観察を示す。 

○5  水の中の小さな生物をスケッチさせ，名前を
調べさせ，観察したことをまとめさせる。そして，
水の中にもさまざまな生物がいて，それらには動
物的な特徴をもつものと植物的な特徴をもつも
のがあることを理解させる。 

 

 

 

２分野上 

���� ������
	� 
〔配当学年〕１年 
〔配当時間〕２１時間（ゆとり２時間）
〔配 当 月〕４～６月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

植物とはどんな生物だろう 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  身近な植物を観察すると，生きるためのさま
ざまな工夫が見られることに気づかせ，植物の不
思議に目を向けさせる。 

 

１
 
な

か
ま

を
ふ
や
す

し
く

み
 

１ 花のつくりと
はたらきを調べ
てみよう 

<３時間> 

 ３ 

○2  アサガオの写真を用い，花のつくりとはたら
き（小学校で既習）を復習させる。 

○3  生徒の用意した花を紹介するとともに，観察
のポイントを伝える。 

観察１ いろいろな花のつくりを調べよう 
○4  花のつくりの共通点・相違点，おしべ･めしべ
のつくり，離弁花・合弁花について説明する。さ
らに，受粉後，子房が果実に，胚珠が種子になる
ことを説明し，花のはたらきを確認させる。 

 

２ マツにはどん
な花が咲くのか 

<１時間> 

 １ 

○5  マツの花について説明する。その後，裸子植
物・被子植物を定義し，これらが種子植物として
まとめられることを説明する。 

 

������ � �����������

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
����

◇ 適用年度 ◇ 
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第１学年(平成２１～２３年度) ２分野上 １単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

２
 
栄

養
分

を
つ
く

る
し
く

み
 

１ 葉はどのよう
なつくりをして
いるのだろうか 

<２時間>  ２ 

○6  植物を上から見ると葉が互いに重なり合わな
いようについていること，そのため，日光を効
率よく受けられることに気づかせる。 

○7  葉脈の形状について説明する。 

観察２ 葉の表面や断面を調べよう 
葉の構造を説明する。 

 

２ 植物はどのよ
うにして栄養分
をつくるのか 

<４時間> 

 ４ 

○8  光合成という用語を説明する。 

観察３ 光合成が葉の細胞のどの部分で行わ
れるのか顕微鏡で観察しよう 

○9  観察３の結果などから，光合成は葉の細胞の
中にある葉緑体で行われることを理解させる。 

○10  光合成の材料は何かと問題提起する。 

実験１ 植物が光合成を行うとき二酸化炭素
をとり入れていることを確認しよう 

○11  光合成と二酸化炭素の関係を説明する。次に，
酸素の発生を確かめる実験から光合成に必要な
物質とエネルギーについてまとめる。気体の出入
りは気孔を通じて行われることにもふれる。 

 

３ 植物も呼吸し
ているのだろう
か 

<１時間> 
 １ 

○12  植物の呼吸を調べ，光合成と呼吸の関係につ
いて理解させる。  

３
 

水
や
栄
養
分
を
運
ぶ
し
く
み
 

１ 根や茎はどの
ようなつくりを
しているのだろ
うか 

<３時間> 
 ３ 

○13  水はどこからとり入れられ，どのように運ば
れるか考えさせた後，根の観察をもとに，根の広
がり方の違い・共通点，根毛のはたらきを説明す
る。 

○14  着色した水を吸わせた植物を見せる。 

観察４ 茎のつくりを調べよう 
水が茎のどの部分を通っているか考えさせる。 

○15  茎の道管･師管，根の道管・師管について説明
する。さらに，維管束とその配列についても説明
する。 

 

２ のぼっていく
水 

<１時間> 

 １ 

○16  気孔と蒸散について説明し，蒸散によって，
水や水にとけた養分が体のすみずみまで運ばれ
ることを理解させる。最後に，植物の体のつくり
とはたらきについて整理してまとめさせる。 

 

Ａ
 

植
物
の

な
か
ま
分

け
 

ａ 植物はどのよ
うになかま分け
できるのか 

<４時間> 

�� ��� 

「種子をつくらない植物のなかま」 
○17  いろいろな被子植物をいくつかの特徴によっ
て２つのグループに分類させる。その後，双子葉
類と単子葉類の区別，離弁花類と合弁花類の区別
を説明し，種子植物の分類をまとめる。 

○18  植物のなかには種子をつくらないなかまもあ
ることを指摘する。 

観察Ａ シダ植物の体のつくりと胞子を調べ
よう 

シダ植物の体のつくり･生活のし方･ふえ方を説
明する。 

○19  コケ植物の体のつくり･生活のし方･ふえ方を
説明する。 

○20  いくつかの植物を例示し，分類表に従って分
類させる。植物はいくつかのなかまに分類・整理
できることを理解させ，シダ植物とコケ植物を含
む植物の分類をまとめる。 

・教科書２上 p.41～
44（４章「植物の
なかま分け」）のか
わりに，補助教材
を使用。 

力だめし  <１時間>  １ 
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２分野上 

���� ������� 
〔配当学年〕１年 
〔配当時間〕１９時間（ゆとり２時間）
〔配 当 月〕１～３月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

導入章 ハワイが語る地球
の不思議 

<単元扉と合わせて１時間> 
 １ 

○1  ハワイ諸島の火山活動を紹介し，ハワイ諸島
が動いていることなどから，プレートテクトニク
スの概要を説明する。 

 

１
 
大

地
が

火
を
ふ
く
 

１ 火山について
さぐってみよう 

<２時間> 

 ２ 

○2  火山の噴火や噴出物を紹介し，火山の形や噴
火の様子が火山によって違うことに注目させ，火
山の形・噴火の様子・噴出物の間の関連を考えさ
せる。 

○3  マグマのねばりけと，火山の形・噴火の様子・
噴出物との関係を整理させる。さらに，火山灰に
はいくつかの鉱物が含まれていることに気づか
せる。 

 

２ マグマからで
きた岩石を調べ
てみよう 

<２時間> 

�� ��� 

「代表的な火山岩・深成岩」 
○4  火山岩と深成岩を紹介し，マグマが冷えてで
きたことを話す。 

観察１ 火山岩と深成岩の鉱物の特徴を観察
して，比べてみよう 

岩石によって，つくりや含まれている鉱物が違
うことに気づかせる。 

○5  冷え方の違いで結晶のでき方（火成岩のつく
り）に違いが生じることをモデル実験などを通し
て気づかせる。次に，鉱物の特徴を整理させ，鉱
物の含有率の違いによっていろいろな火山岩・深
成岩ができることを理解させる。 

・「代表的な火山岩・
深成岩」の指導は，
教科書２上 p.60 を
使用。 

３ なぜ日本は火
山国といわれる
のか 

<１時間> 
 １ 

○6  日本に火山が多いのはなぜだろうと問題提起
し，プレートの沈みこみによりマグマが生じる
こと，日本付近ではプレートの境界にそって火
山が多く分布していることを説明する。 

 

２
 

大
地
は

語
る
 

１ 化石が教えて
くれること 

<１時間> 

 １ 

○7  標本や教科書の写真を見せ，化石から地層の
たい積当時の環境やたい積した年代が推定でき
ることを説明する。 

 

２ 地層はどのよ
うにしてできる
のか 

<１時間> 
 １ 

○8  風化や侵食・運ぱん･たい積作用など地層ので
き方を説明し，モデル実験などを通して粒の大き
さで沈み方がちがうことを理解させる。さらに，
地層は厚さと広がりをもつことに気づかせる。 

 

３ 地層をつくる
岩石を調べてみ
よう 

<１時間>  １ 

○9  たい積岩にはどんな特徴があるだろうかと問
題提起する。 

観察２ いろいろなたい積岩の特徴を調べ
て，分類してみよう 

たい積岩の特徴を整理させ，分類のし方を理解
させる。 

 

４ 地層を調べて
みよう 

<２時間> 
 ２ 

○10  地層を実際に観察すると，どのようなことが
わかるのだろうかと問題提起する。 

観察３ 地層の特徴や重なり方などを調べて
みよう 

○11  地層に含まれている化石や砕せつ物，たい積
構造などから地層のでき方を推測させ，地層から
過去の歴史を知ることができることを理解させ
る。 
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第１学年(平成２１～２３年度) ２分野上 ２単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 
大

地
が

ゆ
れ
る
 

１ 地震はどのよ
うに大地を伝わ
るのか 

<４時間> 

 ４ 

○12  最近起こった地震を話題にし，地震には２種
類の波があることを地震計の記録から見いださ
せる。 

○13  地震のゆれ始めの時刻が場所によって異なる
ことに気づかせる。 

実習１ 地震のゆれの伝わり方を調べてみよ
う 

地震のゆれは同心円状に広がっていくこと，初
期微動継続時間は震源から離れるほど長くなる
ことをとらえさせる。 

○14  震度や震度階級について具体例を示して把握
させる。さらに，地震の規模は震度だけでは表せ
ないことを説明し，マグニチュードを理解させ
る。 

○15  地震によってどのような災害が起こるかを，
具体例を挙げて話す。さらに，被害の様子（震度）
が震源からの距離とマグニチュードによって変
化することをとらえさせる。 

 

２ 地震はどこで
起こるのか 

<１時間> 
 １ 

○16  震央と震源の分布から，地震の原因がプレー
トの沈みこみによることを理解させる。 

 

４
 

大
地
が
変
動
す
る
 

１ 大地が動いた
証拠 

<１時間> 
�� ��� 

「断層」，「しゅう曲」 
○17  断層や海岸段丘を紹介し，それらの成因をプ
レートの動きと関連づけて説明する。その後，し
ゅう曲についても，そのでき方などから，大地が
動いた証拠の１つであることを説明する。 

・「断層」の指導は，
教科書２上 p.84～
85 を使用。 

・「しゅう曲」の指導
は，教科書２上
p.85 に続けて，補
助教材を使用。 

２ 大地の変動を
もたらすプレー
ト 

<１時間> 

 １ 

○18  大山脈や弧状列島を紹介し，プレートの動き
により，火山活動や地震が引き起こされるだけで
なく，山脈・海れい･海溝などの大地形も形成さ
れることを理解させる。 

 

力だめし  <１時間>  １ 
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〔第２学年〕 
 

 

 

２分野上 

���� ���������� 
〔配当学年〕２年 
〔配当時間〕３８時間（ゆとり７時間）
〔配 当 月〕６～１０月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

動物とはどんな生物だろう 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  動物の写真を見て，動物の生活の特徴が植物
と違うことに気づかせ，動物の特徴をまとめる。 

 

（
５

単
元
）

１
 
細

胞
と
生
物
の
成
長
 

１ 細胞とはどの
ようなものか 

<４時間> 

�� ��� 

「生物と細胞」 
○2  植物の細胞のつくりを思い出させる。 

観察１ 植物と動物の細胞を観察して比べて
みよう 

○3  植物細胞と動物細胞の共通点と相違点を見い
ださせ，まとめさせる。 

○4  植物細胞と動物細胞の各部の名称やはたらき
を説明する。さらに，多細胞生物・単細胞生物に
ついて説明する。 

・教科書２下 p.38～
42 を使用。＊１ 

「多細胞生物の体の成り立ち」 
○5  形やはたらきの同じ細胞が集まって組織をつ
くり，何種類かの組織が集まって器官をつくり，
器官が集まって多細胞生物の体ができているこ
とを説明する。 

・教科書２下 p.42 の
科学の広場を使
用。 

１
 

い
ろ
い

ろ
な
動

物
 

１ 動物の生活や
体の特徴を調べ
てみよう 

<７時間> 

 ７ 

○6  せきつい動物が５種類に分類でき，それ以外
にもさまざまな無せきつい動物がいることを説
明する。 

○7  動物の生活のし方と体のつくりの間には，関
係があるだろうかと問題提起する。 

観察１ 身近に見られる，いろいろなせきつ
い動物の生活や体のつくりを観察し
よう 

○8  観察１の結果を発表させ，表にまとめさせる。
その後，動物の生活のし方と体のつくりの関係を
説明する。 

○9  なかまのふやし方と育て方に着目させ，子や
卵の数は子育てをしない動物のほうが多いこと
を見いださせる。 

○10  呼吸のし方に着目させ，魚の呼吸数と水温の
関係を調べる実験を演示する。そして，水中で生
活するせきつい動物はえらで呼吸し，陸上で生活
するせきつい動物は肺で呼吸することを説明す
る。 

○11  体温に着目させ，せきつい動物の中には変温
動物と恒温動物があることを説明する。さらに，
体表に着目させ，うろこ･羽毛・毛などがあるこ
とを説明する。 

○12  これまで学んできたことを，５種類のせきつ
い動物について一覧表に整理させる。そして，せ
きつい動物全体を展望させ，この時点でのまとめ
とする。 

・教科書２上 p.96～
103 を使用。 

２ 草食か肉食か 
<１時間> 

 １ 

○13  草食動物と肉食動物があることを説明し，歯
の発達や目のつく位置などが違うことを見いだ
させる。そして，これも動物の生活のし方と体の
つくりの対応関係の一例であることを指摘する。 

 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
���

◇ 適用年度 ◇ 
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第２学年(平成２２･２３年度) ２分野上 ３単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

１
 
い

ろ
い

ろ
な
動

物
（
続

き
）
 

ａ 無せきつい動
物を調べてみよ
う 

<３時間> 

�� ��� 

「無せきつい動物のなかま」 
○14  昆虫類の体のつくりを調べ，甲殻類と似てい
ることを確認させた後，それらは節足動物という
なかまに属すること，クモ・ムカデなども同じな
かまであることを説明する。そして，節足動物と
せきつい動物の相違点・共通点を指摘させる。 

○15  節足動物以外の無せきつい動物としてアサ
リ・マイマイ・イカを例示する。 

観察Ａ イカの体のつくりを調べよう 
イカのあしをせきつい動物や節足動物と比べさ
せる。また，イカとアサリの共通点を指摘させる。 

○16  イカは，タコ・貝・マイマイなどとともに，
軟体動物というなかまに属することを説明し，生
活のし方の特徴を述べる。最後に，せきつい動物
と無せきつい動物を含む動物全体を展望して，結
びとする。 

・教科書２上 p.104

に続けて，補助教
材を使用。 

２
 

感
覚
と
運
動
の
し
く
み
 

１ どこで感じる
のか 

<２時間> 
 ２ 

○17  感覚器官について説明した後，ヒトの目の変
化を調べる実験を演示し，ヒトの目が光の強弱に
反応することを確認する。 

○18  ヒトの目のつくりを説明する。さらに，ヒト
の鼻・耳・皮ふで刺激が受けとられるしくみを説
明する。 

 

２ 刺激はどこへ
伝わるのか 

<３時間> 

 ３ 

○19  感覚器官で受けとられた刺激が何によって伝
わるのだろうかと問題提起し，神経系について説
明する。 

○20  前時の学習内容を思い出させる。 

実験１ 刺激を受けとってから，反応するま
でにかかる時間をはかってみよう 

○21  刺激は感覚器官→感覚神経→脳→運動神経→
運動器官（筋肉）と伝わることを説明する。さら
に，反射について，具体例を挙げながら説明する。 

 

３ どうやって動
かしているのか 

<１時間> 

 １ 

○22  運動器官にはどのようなしくみがあるのだろ
うかと問題提起し，ヒトの全身の骨格と筋肉，腕
の曲げ伸ばしについて説明する。 

 

３
 
生

命
を

維
持
す

る
は
た

ら
き
 

１ 食物は何に変
わるのか 

<４時間> 

 ４ 

○23  食物に含まれる栄養分について話し，食物は
どのようなしくみで消化・吸収されるのだろうと
問題提起する。 

○24  食物は口の中でかみくだかれ，だ液と混ぜ合
わされることを確認する。 

実験２ だ液がデンプンを何に変えているの
か調べてみよう 

だ液がデンプンを糖に変えることを見いださせ
る。 

○25  消化管と消化液について説明した後，消化と
は粒の大きな物質を吸収されやすい小さな粒に
分解するはたらきであることを理解させる。 

○26  小腸の壁には柔毛があり，消化された栄養分
がここで吸収されることを説明する。さらに，吸
収後の栄養分は血管やリンパ管を通って全身に
送られることを述べる。 

 

２ 酸素はなぜ必
要なのか 

<２時間> 
 ２ 

○27  すべての生物が呼吸を行うことを思い出さ
せ，ヒトの肺のつくりを説明し，酸素と二酸化炭
素が交換されることを述べる。 

○28  細胞の呼吸について説明し，肺でとり入れら
れた酸素は，細胞が栄養分を分解してエネルギー
をとり出すために使われることを理解させる。 
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第２学年(平成２２･２３年度) ２分野上 ３単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

３
 
生

命
を

維
持
す

る
は
た

ら
き
（

続
き
）
 

３ 体をめぐる血
液 

<４時間> 

 ４ 

○29  体に必要な物質や不要な物質は体の中をどの
ように移動しているのだろうと問題提起する。ま
た，血液を流しているのは心臓であることを再確
認させる。 

観察２ 血管はどのように分布し，血液がど
のように流れているか調べよう 

血管が体の末端まで分布し，血球が全身に運ば
れていることを理解させる。 

○30  ヒトの血液の成分と各成分のはたらきを説明
する。さらに，心臓のつくりとはたらきや，動脈・
静脈についても説明する。 

○31  血液は体の中でどのような経路をたどって循
環しているかと問題提起し，体循環と肺循環を説
明する。さらに，細胞の活動でできたアンモニア
などの不要な物質が処理されて体外に捨てられ
るしくみを説明する。 

○32  この章で学んだことを総合し，生命を維持す
るしくみとはたらきの全体像をとらえさせる。 

 

Ａ
 

生
物
の
進
化
 

ａ 生物はどのよ
うに変化してき
たのか 

<４時間> 

�� ��� 

「生物の変遷と進化」 
○33  １億年あまり前の地層からは恐竜の化石が出
てくるが，現在その姿はないことを話して，導入
とする。次に，地層の重なり方から，堆積した時
代の新旧が判別できることを思い出させた後，せ
きつい動物の５つのなかまの化石が出現する順
序を説明する。 

○34  せきつい動物の５つのなかまの特徴を比較さ
せ，それらの関係に規則性があることを見いださ
せる。そして，前時の学習内容をも考え合わせる
と，せきつい動物はまず魚類が現れ，魚類のある
ものが変化して両生類が現れ……というように
次第に多様になってきたと推定されることを説
明して，進化の概念を導入する。 

○35  植物も，動物と同様に，進化をくり返して現
在の姿になったことを話す。その後，せきつい動
物の前あしを例に相同器官の存在を指摘し，相同
器官は，進化によって，共通の祖先の同一の器官
から，それぞれの動物の生活に都合がよいように
変化したものであることを説明する。 

○36  シソチョウは，は虫類の特徴と鳥類の特徴を
あわせもっており，は虫類のあるものから鳥類が
進化した証拠と考えられることを話す。 

・教科書２上 p.128

に続けて，補助教
材を使用。 

ｂ 水中から陸上
へ 

<１時間> �� ��� 

「生物の変遷と進化」 
○37  現在の生物の世界は過去の生物が長い時間を
かけて進化してできたものであること，進化によ
って生物の種類がふえ，生活範囲が水中から陸上
に広がったことを理解させる。 

・補助教材を使用。

力だめし  <１時間>  １ 
  

 

＊１ 教科書２下 p.47「基本のチェック」の１･２，p.55「単元のまとめ」の１章「細胞と生物の成長」（「細胞分裂」と「染

色体」を除く），p.56「力だめし」の問題１も使用。 
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２分野下 

���� ����� 
〔配当学年〕２年 
〔配当時間〕２３時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕１１～１２月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

天気と日常生活 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  扉の写真から，身近な空気の動きも全地球規
模の空気の動きの一部であることを説明し，天気
と日常生活の関連に気づかせる。 

 

１
 
大

気
中

の
水
 

１ 地表をめぐる
水 

<１時間> 

�� ��� 

「水の循環」 
○2  水が，太陽エネルギーによって，海や湖→大
気中の水蒸気→雲→雨や雪→河川の水や地下水
→海や湖と，状態を変えながら循環していること
を説明する。 

実験１ 温度を変化させて水滴と水蒸気の状
態変化を調べてみよう 

・教科書２下 p.4～5

を使用。 

２ 霧や雲はどの
ようにしてでき
るのか <１時間> 

 １ 

○3  霧や雲をつくるモデル実験などを通して，そ
のしくみを理解させ，雲粒が大きくなって落ちて
きたのが雨や雪であることを説明する。 

 

３ なぜ冷たいコ
ップに水滴がつ
くのか 

<３時間>  ３ 

○4  空気中に水蒸気がふくまれていることを認識
させる。 

実験２ 教室内の空気の露点を調べてみよう 
○5  飽和水蒸気量と温度の関係や，露点について
説明する。 

○6  湿度について説明し，調べた露点から，計算
によって湿度を求めさせる。 

 

２
 

大
気
の
動
き

 

１ なぜ空気は上
昇や下降をする
のか 

<１時間> 

 １ 

○7  地形や空気の温度変化が原因で上昇気流や下
降気流が生じること，上昇気流がある所は天気が
悪く，下降気流がある所は天気が良いことを説明
する。 

 

２ どのように風
はふくか 

<２時間> 
 ２ 

○8  空気の水平方向の動きが風であること，風は
気圧の高いほうから低いほうに向かって吹くこ
とを確認した後，気圧の分布･等圧線について説
明し，高気圧・低気圧を定義する。 

○9  高気圧・低気圧それぞれの風の吹き方・気流・
天気の特徴を考えさせ，説明して，理解させる。 

 

３ 大気のようす
を調べよう 

<２時間> 
 ２ 

○10  気象要素のデータを集めて，天気との関連を
調べようと問題提起する。 

観測１ 気象観測をしてみよう 
○11  気象要素の変化と天気変化には関連があるこ
とをとらえさせ，気象要素の時間的変化や広範囲
での分布を知ることの大切さを理解させる。 

 

３
 
大

気
の

動
き
と

天
気
の

変
化

 

１ 寒気と暖気が
ぶつかる所 

<３時間> 

 ３ 

○12  気団と前線について説明した後，寒気と暖気
がぶつかったときの様子を前線のモデル実験な
どを通して説明する。 

○13  前線と低気圧の関係，前線のでき方と種類，
前線付近の大気の動きと雲の様子について説明
する。 

○14  前時の学習内容に基づいて，寒冷前線･温暖前
線が通過すると天気がどう変化するか考えさせ，
理解させる。 

 

２ なぜ天気は予
測できるのか 

<２時間> 
 ２ 

○15  日本付近の高気圧や低気圧の動きには規則性
があるだろうかと問題提起する。 

実習１ 低気圧や高気圧の動きを調べてみよ
う 

○16  日本付近の気圧配置は西から東に移り変わる
ことが多いため，天気が予測できることを理解さ
せる。 
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第２学年(平成２２･２３年度) ２分野下 ４単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

Ａ
 
大

気
の

動
き
と
日
本
の
天
気
 

ａ 地球をとり巻
く大気はどのよ
うに動いている
のか 

<１時間> 
�� ��� 

「大気の動きと海洋の影響」 
○17  日本の上空（高層）の風向の観測データから，
日本は偏西風の影響下にあることを見いださせ
る。続いて，地球の大きさと大気の厚さ，地球規
模での大気の動きを説明する。そして，偏西風は
地球規模での大気の循環の一部であることを理
解させる。 

・教科書２下 p.29 に
続けて，補助教材
を使用。 

ｂ 海と陸の境界
で大気はどのよ
うに動くのか 

<２時間> 

�� ��� 

「大気の動きと海洋の影響」 
○18  日本は大きな大陸と大きな海洋の境界に位置

することを指摘した後，このことが日本の天気
にどのような影響を与えているだろうと問題提
起する。そして，地面は海面に比べて温まりや
すく冷めやすいことを確認する。 

○19  陸と海の境界で起こる小規模な現象として，
海風・陸風が起こるしくみを説明する。次に，陸
と海の境界で起こる大規模な現象として，日本の
冬を特徴づける北西の季節風，夏を特徴づける南
よりの季節風を説明する。 

・補助教材を使用。

ｃ 日本の四季の
天気にはどのよ
うな特徴がある
か 

<３時間> 

�� ��� 

「日本の天気の特徴」 
○20  日本付近では３つの気団が季節によって盛衰
することを話す。そして，冬の気象（シベリア気
団の最盛期であり，日本海側は雪，太平洋側は晴
天となること）を説明する。 

○21  春の気象（シベリア気団が衰退し，移動性高
気圧・低気圧が交互に通過して行くこと），梅雨
の気象（小笠原気団が発達を始め，オホーツク海
気団と勢力が均衡して停滞前線が生じること），
夏の気象（小笠原気団が最盛期を迎えること）を
説明する。 

○22  台風とその進路，秋の気象（小笠原気団が衰
退する過程で秋雨となること，さらに衰退すると
移動性高気圧と低気圧が交互に通過するように
なること，その後，シベリア気団が発達し始める
こと）を説明する。最後に，日本が中緯度地方に
位置すること，および，日本が大きな大陸（ユー
ラシア大陸）と大きな海洋（太平洋）の境界にあ
ることの２つに着目すると，天気の季節による変
化のしくみがわかってくることを指摘して，この
章全体のまとめとする。 

・補助教材を使用。

力だめし  <１時間>  １ 
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〔第３学年〕 
 

 

 

２分野下 

���� �������� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕１４時間（ゆとり５時間）
〔配 当 月〕９～１０月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

はじまりは１つの細胞だっ
た 

<単元扉と合わせて１時間> 
 １ 

○1  ヒトの体も細胞からできていて，最初は受精
卵といわれる１つの細胞だったこと，生命の基本
単位は細胞であることを説明する。 

 

１
 
細

胞
と
生
物
の
成
長
 

１ 細胞とはどの
ようなものか 

省略 ３→０ 

● 植物の細胞のつくりを思い出させる。 

観察１ 植物と動物の細胞を観察して比べて
みよう 

● 植物細胞と動物細胞の共通点と相違点を見い
ださせ，まとめさせる。 

● 植物細胞と動物細胞の各部の名称やはたらき
を説明する。さらに，多細胞生物・単細胞生物
について説明する。 

・第２学年２分野３
単元へ移動。 

・教科書２下 p.38～
42 は省略。＊１ 

２ 生物はどのよ
うに成長するの
か 

<３時間> 

 ３ 

○2  ソラマメの根の成長を調べる実験から，根の
成長点での細胞の分裂・成長を説明する。 

○3  細胞が分裂するとき，細胞内部でどのような
ことが起こるのか予想させる。 

観察２ 細胞が分裂するときの変化を調べよ
う 

○4  細胞分裂の順序を確認させ，染色体のふるま
いについて説明する。さらに，多細胞生物の成長
は，細胞が分裂して数がふえることと，ふえた細
胞が大きくなることで起こることを理解させる。 

 

２
 
生

物
の
ふ

え
方
 

１ 雌と雄とでど
のようにして子
孫を残すのか 

<２時間> 
 ２ 

○5  身近な生物のふえ方について発表させた後，
有性生殖のしくみについて説明する。さらに，
映像教材を見せ，動物の受精や発生について説
明する。 

○6  花から種子ができることを思い出させ，受粉
後，花粉はどうなるだろうかと問題提起し，花粉
管がのびる様子の観察を演示する。続いて，被子
植物の有性生殖のしくみについて説明する。 

 

２ 親の体から分
かれてふえる 

<１時間> 

 １ 

○7  オリヅルランなどの実物を見せて無性生殖に
ついて説明し，無性生殖には，分裂やさし木など
があることを指摘する。 

 

３ 親の特徴はど
のように子に伝
わるのか 

<１時間>  １ 

○8  遺伝は，受精によって染色体上の遺伝子を両
親から受けつぐことによって起こることを説明
する。さらに，染色体の数は，減数分裂で生殖細
胞ができるときに半分になり，受精によってもと
と同じになることを理解させる。最後に，遺伝子
の観点から見て，有性生殖と無性生殖の違いを説
明する。 

 

 

◇ 適用年度 ◇ 
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
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第３学年(平成２３年度) ２分野下 ５単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

２
 
生

物
の
ふ
え
方
（
続
き
）
 

ａ 有性生殖では
遺伝にどのよう
な規則性がある
のか 

<５時間> 

�� ��� 

「遺伝の規則性と遺伝子」 

○9  マツバボタンの花の色の遺伝の話をすること
で，遺伝のしくみについて興味をもたせる。次に，
エンドウの種子の形に関するメンデルの実験で，
子の世代はすべてまるい種子であったことを示
し，この実験結果に基づいて，優性の法則を説明
する。 

○10  エンドウの種子の形に関するメンデルの実験
で，孫の世代はまるい種子としわのある種子が
３：１の割合でできたことを示す。そして，親・
子・孫の３世代を展望して，遺伝の規則性をまと
める。 

○11  子の世代の遺伝の規則性を，遺伝子の観点か
ら理解させる。すなわち，エンドウの種子の形の
遺伝に関係する遺伝子は，体細胞の中には１対あ
ること，減数分裂でその１つずつが生殖細胞の中
に入ること（分離の法則），受精によって再び１
対となることを説明し，受精卵の１対の遺伝子の
うち，一方が優性形質の遺伝子で他方が劣性形質
の遺伝子である場合には優性形質が現れること
（遺伝子の観点で見た優性の法則）を再確認す
る。 

○12  孫の世代の遺伝の規則性を，遺伝子の観点か
ら理解させる。すなわち，優性形質の遺伝子と劣
性形質の遺伝子を１つずつもつ個体（子）どうし
をかけ合わせると，個体数の比で，優性形質の遺
伝子を２つもつものが１，優性形質の遺伝子と劣
性形質の遺伝子を１つずつもつものが２，劣性形
質の遺伝子を２つもつものが１の割合でできる
ことを説明し，これに優性の法則を考慮すると，
優性形質を発現する個体（孫）と劣性形質を発現
する個体（孫）が３：１の割合でできることを説
明する。 

○13  遺伝子は細胞分裂の際に複製され，同じもの
が世代をこえて伝えられることを確認した後，例
外的に，遺伝子が変化して，形質が変化すること
もあることを指摘する。そして，今までに学習し
てきた遺伝子の本体は DNA であることを説明す
る。さらに，現在，遺伝子や DNA に関する研究
が進められており，日常生活や社会にかかわる
様々な分野で，その研究成果が利用されるように
なってきていることを指摘する。 

・教科書２下 p.53 に
続けて，補助教材
を使用。 

力だめし  <１時間>  １ 
  

 

＊１ 教科書２下 p.47「基本のチェック」の１･２，p.55「単元のまとめ」の１章「細胞と生物の成長」（「細胞分裂」と「染

色体」を除く），p.56「力だめし」の問題１も省略。 
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２分野下 

���� ����� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕２０時間（ゆとり６時間）
〔配 当 月〕１１～１２月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

宇宙を旅する「はやぶさ」 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  探査衛星や人工衛星の役割について説明し，
宇宙への興味を高め，地球などの天体が太陽のま
わりを回っていることを知らせる。 

 

１
 

地
球
と
太
陽
 

１ 光りかがやく
太陽 

<２時間>  ２ 

○2  太陽は地球上の気象や生命活動のエネルギー
源であることを思い出させる。 

観察１ 太陽の表面を観察してみよう 
○3  観察１の結果や写真資料を用いて，太陽表面
の様子や太陽の自転について説明する。 

 

２ 太陽や星はど
のように動いて
見えるか 

<４時間> 

 ４ 

○4  どのようにしたら太陽や星の動きを数量的に
とらえることができるか考えさせた後，天球概念
を導入し，天体の位置の表し方を説明する。 

○5  透明半球を用いると，太陽の動きが記録でき
ることを説明する。 

観測１ 太陽の１日の動きを調べてみよう 
○6  観測１で得られた太陽の１日の動きの記録は
地球の自転によって説明できること，さらに世界
各地の太陽の１日の動きも地球の自転によって
説明できることを理解させる。 

○7  小学校で学習した星の動きを思い出させる。 

観測２ 星の１日の動きを調べてみよう 
星の１日の動きも地球の自転によって起こるこ
とを理解させる。 

 

３ 夏にオリオン
座が見えないの
はなぜか 

<２時間> 
 ２ 

○8  同じ場所で同じ時刻に観測すると星座が動い
て見えることを写真や図で示し，地球の公転と星
座の年周運動の関係を説明する。 

○9  地球の公転によって，太陽が星座の間（黄道
上）を動くように見えることを説明する。 

 

４ 冬になると日
が短くなるのは
なぜか 

<２時間>  ２ 

○10  観測結果の図やグラフを用いて，太陽の日周
運動の経路や南中高度，昼間の長さ，気温が季節
によって大きく変化することを示し，それらの変
化の間に関係があることを指摘する。 

○11  太陽の日周運動の経路や南中高度，昼間の長
さ，気温が季節によって大きく変化するのは，地
球が地軸を傾けた状態で自転しながら公転して
いるためであることを理解させる。 

 

２
 

宇
宙
の

中
の
太
陽

系
 

１ 地球が属する
太陽系 

<２時間>  ２ 

○12  太陽系の軌道図や惑星の一覧表などを用い
て，惑星の軌道や公転周期，大きさなどの特徴を
説明する。 

○13  惑星はその特徴から地球型惑星と木星型惑星

に分けられることを説明する。また，惑星以外の

太陽系の天体についてもふれる。 

 

２ 金星が真夜中
に見えないのは
なぜか 

<２時間>  ２ 

○14  金星について知っていることを発表させる。 

観測３ 金星の動きを調べてみよう 
金星は，星座の星とは異なる動きをすることを

確認する。 

○15  金星の複雑な動き（観測３の結果）を，金星
と地球がいずれも公転していることから説明す
る。さらに，金星の見かけの大きさや形が変化す
る理由や真夜中に見えない理由を説明する。 
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第３学年(平成２３年度) ２分野下 ６単元の続き 

 
章 節     <配当時間> 追加

省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

２
 
宇

宙
の

中
の
太

陽
系
（

続
き
）
 

ａ 月が満ち欠け
するのはなぜか 

<２時間> 
�� ��� 

「月の運動と見え方」 
○16  月の位置や形を毎日一定時刻に調べる観測や
その記録を通して，位置や形がどのように変化す
るかを確認した後，その変化を月の公転によって
説明する。 

○17  日食・月食がどんな現象なのかを写真などで
示した後，その原因を月の公転によって説明す
る。 

・教科書２下 p.88 に
続けて，補助教材
を使用。 

「日食」の指導は，
教科書２下 p.65 も
使用。 

３ 太陽系の外に
はどのような天
体があるか 

<２時間>  ２ 

○18  太陽系の外の宇宙はどのようになっているの
だろうと問題提起した後，恒星までの距離の表し
方と恒星の明るさについて説明する。 

○19  銀河系には太陽のほかに多くの恒星やガス星
雲が存在すること，銀河系の外には多くの別の銀
河が存在することを説明する。 

 

力だめし  <１時間>  １ 
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２分野下 

���� ����� 
〔配当学年〕３年 
〔配当時間〕１３時間（ゆとり５時間）
〔配 当 月〕１～２月 

 

章 節     <配当時間> 追加
省略 時数 １時間あたりの指導内容 備 考 

環境とは何だろうか 
<単元扉と合わせて１時間>  １ 

○1  環境と生物が互いに影響を与え合っているこ
とを説明する。 

 

１
 
生

物
ど

う
し
の

つ
な
が

り
 

１ 生物どうしの
つながりを調べ
てみよう 

<１時間> 

 １ 

○2  動物は必要な栄養分を食物から得ていること
を指摘した後，食物連鎖について説明する。さら
に，生産者と消費者について説明し，食物連鎖で
つながっている生物どうしの数量的な関係やつ
りあいについて考えさせ，説明する。 

 

２ 落ち葉などの
ゆくえ 

<２時間> 

 ２ 

○3  自然界が落ち葉などの生物の遺がいでいっぱ
いにならないのはなぜか問題提起した後，土の中
の食物連鎖について説明する。 

実験１ 土の中の微生物のはたらきを調べて
みよう 

○4  実験１の結果を確認し，分解者のはたらきを
説明する。 

 

３ 物質はどのよ
うに移動するか 

<１時間> 
 １ 

○5  生産者・消費者・分解者が自然界ではたして
いる役割を考えさせた後，炭素と酸素の循環につ
いて説明する。 

 

２
 

人
間
と
環
境
 

１ 自然環境にお
ける人間とは 

<２時間> 
 ２ 

○6  身近な自然環境と人間とのかかわりについて
話し合わせる。 

調査１ 身近な自然環境と人間とのかかわり
を調べてみよう 

○7  調査１の結果を検討させた後，地球規模の人
口の推移・二酸化炭素排出量の推移・平均気温の
推移について説明し，人間の生活により地球規模
の環境問題が起きていることを見いださせる。 

 

２ 自然環境の中
で人間があるべ
きすがたとは 

<１時間> 
 １ 

○8  自然環境を保全するさまざまな取り組みを紹
介し，自然界のつりあいを保つために自然環境を
守る必要があり，その目的への各自の参画が重要
なことを理解させる。 

 

選
択
章
 
自
然
と
人
間

の
か

か
わ
り

 ＊
１

１ 変化に富んだ
日本の自然 

<３時間> 

 ３ 

○9  里山の写真を見ながら，そこに住む人々が自
然とどのようにかかわってきたか考えさせた後，
自然は恵みや災害をもたらすことを指摘する。そ
して，調査２の概要を説明し，調査計画を立てさ
せる。 

○10  調査２の計画を確認する。 

調査２ 地域の自然について調べてみよう 
○11  調査２をもとに，地域の自然の特徴を確認す
る。続いて，日本の自然の特徴を，自然災害と自
然の恵みとの両面から説明する。 

 

２ 自然とともに
歩むわたしたち 

<１時間>  １ 

○12  どのようにすれば自然災害を最小限にくい止
め，自然とより良く共生できるだろうかと問題提
起する。そして，自分たちにできる防災対策につ
いて話し合わせた後，自然との共生のあり方につ
いて説明する。 

 

力だめし  <１時間>  １ 
  

 

＊１ この章は選択から必修に変更。 
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１分野 
〔第１学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
１ 身近で起こる不思

議な現象(光・音・
力) 

実験Ａ 力の大きさとばねの
のびとの関係を調べ
よう 

ばね（強さの異なるもの２種類） ゴム膜を張った筒（水圧実験
器） 

実験Ｂ 水が物体を浮かす力
を調べよう 

フィルムケースや小型試験管 

２ 身のまわりの物質 実験Ａ 密度で物質を区別し
よう 

密度測定用の物体（金属やプラ
スチック） 

数種のプラスチック 

 

 

〔第２学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
３ 電流とその利用   発光ダイオードを使った直

流・交流観察器，固定抵抗（100

Ω） 

誘導コイル，クルックス管（十
字板入り，偏向極板入り） 

４ 化学変化と原子・
分子 

   

 

 

〔第３学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
５ 運動とエネルギー 実験Ａ ２力がつりあう条件

を調べよう 
リング  

実験Ｂ 角度をもってはたら
く２力の合力につい
て調べよう 

くぎを打った木の板 

実験Ｃ 動滑車を使ったとき
の仕事の量を調べよ
う 

ばねはかり（20Ｎ用），滑車 

６ 化学変化とイオン 実験Ａ どのような水溶液が
電流を通すか調べよ
う 

ステンレス電極（または炭素電
極），安全眼鏡 

 

�����������������������������������

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
����

◇ 適用年度 ◇ 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
� �

◇ 適用年度 ◇ 

◇ 適用年度 ◇ 
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
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６ 化学変化とイオン 
（続き） 

実験Ｂ 塩酸に電流を通した
とき，電極付近で何
が起こるか調べよう

電気分解装置（電極は白金めっ
きつきチタン電極または炭素電
極），安全眼鏡 

pＨ計（pＨメーター） 

実験Ｃ 化学変化で電気エネ
ルギーがとり出せる
か調べよう 

安全眼鏡 

実験Ｄ 酸性またはアルカリ
性の水溶液に共通す
る性質を調べよう 

安全眼鏡 

実験Ｅ 指示薬の色を変える
ものはどのようなイ
オンか調べよう 

pＨ試験紙，プラスチック製のピ
ンセット，安全眼鏡 

実験Ｆ アルカリの水溶液に
酸の水溶液を混ぜ，
何ができるかを調べ
よう 

安全眼鏡 

７ 科学技術と人間   放射線検出器 

 

 

 

２分野 
〔第１学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
１ 植物のくらしとな

かま 
観察Ａ シダ植物の体のつく

りと胞子を調べよう
根からほりとったイヌワラビ
（またはベニシダ） 

 

２ 活きている地球    

 

 

〔第２学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
３ 動物のくらしとな

かま 
観察Ａ イカの体のつくりを

調べよう 
イカ，解剖道具 こん虫（バッタ，コオロギな

ど），ガーゼ 

アサリもしくはハマグリ，海水
もしくは 3.5％食塩水 

４ 天気の変化    

 

 

〔第３学年〕 
 

 

 

単元 生徒実験 その他の実験 
５ 生物の細胞と生殖    

６ 地球と宇宙    

７ 自然と人間    
 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
����

◇ 適用年度 ◇ 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 
� �

◇ 適用年度 ◇ 

◇ 適用年度 ◇ 
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

����
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中学校学習指導要領解説 理科編 平成20年９月より
枠囲み 部分が新規追加，下線 部分が学年移動，点線 部分が選択から必修に

物質のすがた
・身の回りの物質とその性質

(プラスチックを含む）

・気体の発生と性質

物の溶け方
・物が水に溶ける量の限度

・物が水に溶ける量の変化

・重さの保存

金属，水，空気と温度
・温度と体積の変化

・温まり方の違い

・水の三態変化

空気と水の性質
・空気の圧縮

・水の圧縮

物と重さ
・形と重さ

・体積と重さ

粒子のもつエネルギー粒子の保存性粒子の結合粒子の存在

粒 子学
年

エネルギーの見方 エネルギーの変換と保存

小
学
校
第
３
学
年

電気の働き
・乾電池の数とつなぎ方

・光電池の働き

電流の働き（現行小６から）
・鉄心の磁化，極の変化

・電磁石の強さ

振り子の運動
・振り子の運動

てこの規則性（現行小５から）
・てこのつり合いと重さ

・てこのつり合いの規則性

・てこの利用（身の回りにあるてこを利

用した道具)

力と圧力
・力の働き（力とばねの伸び，

重さと質量の違いを含む）

・圧力（水圧を含む）

光と音
・光の反射・屈折

・凸レンズの働き

・音の性質

運動の規則性
・力のつり合い (現行中１から)（力の合成・分解を含む）

・運動の速さと向き

・力と運動

力学的エネルギー
・仕事とエネルギー

(衝突（現行小５から)，仕事率を含む）

・力学的エネルギーの保存

小
学
校
第
４
学
年

小
学
校
第
５
学
年

小
学
校
第
６
学
年

中
学
校
第
１
学
年

中
学
校
第
２
学
年

中
学
校
第
３
学
年

エネルギー
エネルギー資源の有効利用

状態変化
・状態変化と熱

・物質の融点と沸点

水溶液の性質
・酸性，アルカリ性，中性

・気体が溶けている水溶液

・金属を変化させる水溶液

燃焼の仕組み
・燃焼の仕組み

酸・アルカリとイオン
・酸・アルカリ（現行中１から）

・中和と塩（現行中１から）

化学変化と物質の質量
・化学変化と質量の保存

・質量変化の規則性

化学変化
・化合

・酸化と還元（現行中３から）

・化学変化と熱（現行中３から）

水溶液とイオン

・水溶液の電気伝導性

・原子の成り立ちとイオン

・化学変化と電池

物質の成り立ち
・物質の分解

・原子・分子

水溶液
・物質の溶解

・溶解度と再結晶

電気の利用
・発電・蓄電

・電気の変換（光，音，熱などへの変換)

・電気による発熱

・電気の利用（身の回りにある電気を利用した道具)

電流
・回路と電流・電圧

・電流・電圧と抵抗

・電気とそのエネルギー（電力量，熱量を含む）

・静電気と電流（電子を含む）

エネルギー
・様々なエネルギーとその変換（熱の伝わり方，エネルギー

変換の効率を含む)

・エネルギー資源（放射線を含む）

科学技術の発展
・科学技術の発展

電流と磁界
・電流がつくる磁界

・磁界中の電流が受ける力

・電磁誘導と発電（交流を含む）

自然環境の保全と科学技

術の利用
・自然環境の保全と科学技術

の利用＜第２分野と共通＞

風やゴムの働き
・風の働き

・ゴムの働き

光の性質
・光の反射・集光

・光の当て方と明るさや

暖かさ

磁石の性質
・磁石に引きつけられる物

・異極と同極

電気の通り道
・電気を通すつなぎ方

・電気を通す物

参考資料> ●新学習指導要領 指導内容項目一覧表

小学校・中学校理科の「エネルギー」「粒子」を柱とした内容の構成
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中学校学習指導要領解説 理科編 平成20年９月より
枠囲み 部分が新規追加，下線 部分が学年移動，点線 部分が選択から必修に

物質のすがた
・身の回りの物質とその性質

(プラスチックを含む）

・気体の発生と性質

物の溶け方
・物が水に溶ける量の限度

・物が水に溶ける量の変化

・重さの保存

金属，水，空気と温度
・温度と体積の変化

・温まり方の違い

・水の三態変化

空気と水の性質
・空気の圧縮

・水の圧縮

物と重さ
・形と重さ

・体積と重さ

粒子のもつエネルギー粒子の保存性粒子の結合粒子の存在

粒 子学
年

エネルギーの見方 エネルギーの変換と保存

小
学
校
第
３
学
年

電気の働き
・乾電池の数とつなぎ方

・光電池の働き

電流の働き（現行小６から）
・鉄心の磁化，極の変化

・電磁石の強さ

振り子の運動
・振り子の運動

てこの規則性（現行小５から）
・てこのつり合いと重さ

・てこのつり合いの規則性

・てこの利用（身の回りにあるてこを利

用した道具)

力と圧力
・力の働き（力とばねの伸び，

重さと質量の違いを含む）

・圧力（水圧を含む）

光と音
・光の反射・屈折

・凸レンズの働き

・音の性質

運動の規則性
・力のつり合い (現行中１から)（力の合成・分解を含む）

・運動の速さと向き

・力と運動

力学的エネルギー
・仕事とエネルギー

(衝突（現行小５から)，仕事率を含む）

・力学的エネルギーの保存

小
学
校
第
４
学
年

小
学
校
第
５
学
年

小
学
校
第
６
学
年

中
学
校
第
１
学
年

中
学
校
第
２
学
年

中
学
校
第
３
学
年

エネルギー
エネルギー資源の有効利用

状態変化
・状態変化と熱

・物質の融点と沸点

水溶液の性質
・酸性，アルカリ性，中性

・気体が溶けている水溶液

・金属を変化させる水溶液

燃焼の仕組み
・燃焼の仕組み

酸・アルカリとイオン
・酸・アルカリ（現行中１から）

・中和と塩（現行中１から）

化学変化と物質の質量
・化学変化と質量の保存

・質量変化の規則性

化学変化
・化合

・酸化と還元（現行中３から）

・化学変化と熱（現行中３から）

水溶液とイオン

・水溶液の電気伝導性

・原子の成り立ちとイオン

・化学変化と電池

物質の成り立ち
・物質の分解

・原子・分子

水溶液
・物質の溶解

・溶解度と再結晶

電気の利用
・発電・蓄電

・電気の変換（光，音，熱などへの変換)

・電気による発熱

・電気の利用（身の回りにある電気を利用した道具)

電流
・回路と電流・電圧

・電流・電圧と抵抗

・電気とそのエネルギー（電力量，熱量を含む）

・静電気と電流（電子を含む）

エネルギー
・様々なエネルギーとその変換（熱の伝わり方，エネルギー

変換の効率を含む)

・エネルギー資源（放射線を含む）

科学技術の発展
・科学技術の発展

電流と磁界
・電流がつくる磁界

・磁界中の電流が受ける力

・電磁誘導と発電（交流を含む）

自然環境の保全と科学技

術の利用
・自然環境の保全と科学技術

の利用＜第２分野と共通＞

風やゴムの働き
・風の働き

・ゴムの働き

光の性質
・光の反射・集光

・光の当て方と明るさや

暖かさ

磁石の性質
・磁石に引きつけられる物

・異極と同極

電気の通り道
・電気を通すつなぎ方

・電気を通す物
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地球の周辺地球の表面

天体の動きと地球の自転・公転
・日周運動と自転

・年周運動と公転

太陽系と恒星
・太陽の様子

・月の運動と見え方（日食，月食を含む)

・惑星と恒星（銀河系の存在を含む）

気象観測
・気象観測

天気の変化
・霧や雲の発生

・前線の通過と天気の変化

日本の気象

・日本の天気の特徴

・大気の動きと海洋の影響

火山と地震
・火山活動と火成岩

・地震の伝わり方と地球内部の働き

地層の重なりと過去の様子
・地層の重なりと過去の様子

月と太陽
・月の位置や形と太陽の位置

・月の表面の様子

土地のつくりと変化
・土地の構成物と地層の広がり

・地層のでき方と化石

・火山の噴火や地震による土地の変化

月と星
・月の形と動き

・星の明るさ，色

・星の動き

天気の様子
・天気による１日の気温の変化

(現行小５から)

・水の自然蒸発と結露

地球の内部

地 球学
年

生物の構造と機能 生物と環境のかかわり

小
学
校
第
３
学
年

身近な自然の観察
・身の回りの生物の様子

・身の回りの生物と環境

とのかかわり

生物の観察
・生物の観察

生物と環境
・自然界のつり合い
・自然環境の調査と環境
保全（地球温暖化，

外来種を含む)

生物の成長と殖え方
・細胞分裂と生物の成長

・生物の殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
・遺伝の規則性と遺伝子（DNAを含む)

人の体のつくりと運動
・骨と筋肉

・骨と筋肉の働き（関節の働

きを含む)

動物の体のつくりと働き
・生命を維持する働き

・刺激と反応

小
学
校
第
４
学
年

小
学
校
第
５
学
年

小
学
校
第
６
学
年

中
学
校
第
１
学
年

中
学
校
第
２
学
年

中
学
校
第
３
学
年

生物と環境
・生物と水，空気との

かかわり
・食べ物による生物の

関係

生物の多様性と共通性 生命の連続性

植物の発芽，成
長，結実
・種子の中の養分
・発芽の条件
・成長の条件
・植物の受粉，結実

動物の誕生
・卵の中の成長

・水中の小さな

生物

・母体内の成長

植物の仲間
・種子植物の仲間

・種子をつくらない植物

の仲間

植物の体のつくりと働き
・花のつくりと働き

・葉・茎・根のつくりと働き

人の体のつくり
と働き
・呼吸
・消化・吸収
・血液循環
・主な臓器の存在

(肺，胃，小腸，大腸，

肝臓，腎臓，心臓)

植物の養分と
水の通り道
・でんぷんので
き方

・水の通り道

動物の仲間
・脊椎動物の仲間

・無脊椎動物の仲間

生物の変遷と進化
・生物の変遷と進化

生 命

自然の恵みと災害
・自然の恵みと災害

自然環境の保全と科

学技術の利用
・自然環境の保全と科学

技術の利用＜第１分野

と共通＞

流水の働き
・流れる水の働き（侵食，運搬，堆積)

・川の上流・下流と川原の石

・雨の降り方と増水

天気の変化
・雲と天気の変化

・天気の変化の予想

太陽と地面の様子
・日陰の位置と太陽の動き

・地面の暖かさや湿り気の違い

昆虫と植物
・昆虫の成長と体のつくり

・植物の成長と体のつくり

季節と生物
・動物の活動と季節

・植物の成長と季節

生物と細胞
・生物と細胞（現行中３から）

小学校・中学校理科の「生命」「地球」を柱とした内容の構成
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・遺伝の規則性と遺伝子（DNAを含む)

人の体のつくりと運動
・骨と筋肉

・骨と筋肉の働き（関節の働

きを含む)

動物の体のつくりと働き
・生命を維持する働き

・刺激と反応

小
学
校
第
４
学
年

小
学
校
第
５
学
年

小
学
校
第
６
学
年

中
学
校
第
１
学
年

中
学
校
第
２
学
年

中
学
校
第
３
学
年

生物と環境
・生物と水，空気との

かかわり
・食べ物による生物の

関係

生物の多様性と共通性 生命の連続性

植物の発芽，成
長，結実
・種子の中の養分
・発芽の条件
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